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製品概要
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前面図

1 レンズ 13 ホットシュー

2 レンズフード 14 視度調整ダイヤル

3 グリップ 15 Focus（フォーカス）ボタン

4 セルフタイマー／AF補助光 LED 16 デジタルズームボタン 
5 電源 LEDインジケータ 17 ストラップ取り付け部

6 シャッターボタン 18 外部フラッシュコネクタ

7 モード／電源スイッチ 19 スピーカー

8 Program（プログラム）ボタン 20 A/V出力／USB端子 
9 Drive（ドライブ）ボタン 21 DC入力（5V）端子

10 マイクロフォン 22 マニュアルフォーカスリング

11 モードダイヤル 23 マニュアルズームリング

12 フラッシュ

13

12

3

4
5

6

7

8

9

12

10

11
14

15

16

17

18

19

20

212223



製品概要
背面図

1 Menu（メニュー）ボタン 12 液晶モニター

2 Delete（削除）ボタン 13 EVF（電子ビューファインダー）

3 ドックコネクタ 14 情報ボタン

4 三脚ねじ穴 15 コマンドダイヤル

5 WB（ホワイトバランス）ボタン 16 Set（セット）ボタン 
6 ISOボタン 17 AE/AFロックボタン

7 測光ボタン 18 Review（再生）ボタン

8 フラッシュボタン 19 SDまたはMMCカード（別売）用

スロット

9 EVF／ LCD切り替えボタン 20 ジョイスティック

（ 、 ）／OKボタン（押す）

10 視度調整ダイヤル 21 Share（シェア／共有）ボタン 
11 Focus（フォーカス）ボタン 22 電池挿入口
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1 カメラのセットアップ

ストラップとレンズキャップの取り付け
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カメラのセットアップ
レンズフードの取り付け
レンズフードは、不要な太陽光からレンズを保護するときに使用します。保護

する必要がない場合や、フラッシュを使用する場合は、レンズフードを逆向き

に取り付けてください。レンズアクセサリーについては、94ページを参照して

ください。

電池の充電
リチウムイオン充電式電池は、初めて使用する前に充電する必要があります。

Kodak EasyShareプリンタードックまたはカメラドックを使用して、電池を充電

することもできます。詳しくは、Kodak製品取扱店またはwww.kodak.co.jpでご

確認ください。

赤－充電中

緑－充電完了

充電は約3時間で
完了します。
2 www.kodak.co.jpJA
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カメラのセットアップ
電池の装着

注意 :
Kodakリチウムイオン充電式電池（KLIC-5001）の使用をお勧めします。

電池を交換する方法と長持ちさせる方法については、97ページを参照してくだ

さい。

カメラの電源をオンにする

■ 撮影： 画像や動画を撮影します。

■ お気に入り： お気に入りを表示します。

71ページを参照してください。
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カメラのセットアップ
言語と日付／時刻の初期設定

2回目以降の言語と日付／時刻の設定

2

1 

1

言語：

日付／時刻：

OKボタンを押します。

2

OKボタンを押します。3

 を動かしてオプションを選択し、

OKボタンを押します。

 を動かして［言語］を選択します。

を動かして変更します。

を動かして前／次の項目に

移動します。

2

1

3

Menu（メニュー）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

4

 を動かして［設定］ を選択します。

を動かして［言語］または［日付／時刻］を

選択し、OKボタンを押します。

を動かして変更します。

を動かして前／次の項目に移動します。

OKボタンを押します。
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カメラのセットアップ
SDまたはMMCカードへの画像の保管
カメラには32 MBの内蔵メモリーが搭載されています。SDまたはMMCカード

を購入すれば、さらに多くの画像や動画を保管できます。Kodakカードの購入を

お勧めします。

注： 初めてカードを使用する場合は、撮影する前にカメラでカードをフォー

マットしてください（54ページの表を参照）。

注意 :
カードは正しい向きで挿入してください。無理に挿入すると破損する

場合があります。

保管可能容量については、91ページを参照してください。Kodak社の SD/MMC
カードは、日本ではレキサー・メディア社が取り扱っております。

SDまたはMMCカード（別売）

カードを挿入します。

カメラの電源をオフにします。
刻みのある
角

www.kodak.co.jp  5JA



2 画像と動画の撮影

画像の撮影

動画の撮影 

AE/AFインジケータが緑色に
変わったら、シャッター
ボタンを完全に押し下げます。

シャッターボタンを半分押した
状態でAE/AFを設定します。

オート

または

緑－適正
赤－不適正
不適正なフォーカス
不適正な露出

AE/AFインジケータ：

EVF LCD

視度調整ダイヤルを使用して、
ビューファインダーのシャープ
ネスを調整します。

録画を停止するには、
シャッターボタンを
もう一度押して離します。

シャッターボタンを完全に
押し下げてから離します。

または

EVF LCD
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画像と動画の撮影
撮影した画像または動画のクイックビュー
画像または動画を撮影した後に、EVFまたは液晶モニターにクイックビューが

約5秒間表示されます。画像または動画が表示されている間は、次の操作を行

うことができます。

画像や動画を再生する方法については、13ページを参照してください。

カメラ設定／画像設定の確認 

再生モードで画像／動画情報を表示する方法については、63ページを参照して

ください。

何もボタンを押さ
なかった場合は、
画像または動画が
保存されます。

画像または動画の Eメール送信、お気に
入りへの追加、またはプリントの指定

（タグ付け）を行います。
Delete（削除）

 ： 巻戻し／早送りします。

動画を再生／一時停止するにはOKボタンを
押します。

音量を調整するには を動かします。

押すと、クイックビュー
オプションが切り替わります。

（終了するにはOKボタンを
押します）。
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画像と動画の撮影
オートフォーカス（AF）フレーミングマークの使用

EVFまたは液晶モニターをビューファインダーとして使用している場合は、

カメラの焦点が合っている場所を示すフレーミングマークが表示されます。

カメラは、最高の画質を得るために、手前にある被写体に焦点を合わせます。

被写体が画面の中心にない場合も同じです。

1 シャッターボタンを半分押した状態にします。焦点が合うとフレーミング

マークが緑色に変わります。

2 目的の被写体にカメラの焦点が合わない場合（またはフレーミングマークが

消えている場合）は、シャッターボタンを離し、再度画面の構図を決めます。

3 シャッターボタンを完全に押し下げて撮影します。

注： フレーミングマークは、遠景、夜景、または動画モードでは表示されませ

ん。オートフォーカス（59ページの表を参照）を使用してセンター AFを
選択すると、フレーミングマークは中央広域に固定されます。

フレーミングマーク 
8 www.kodak.co.jpJA



画像と動画の撮影
ライブビューでの撮影モード

撮影モード－シャッターボタンを半分押した状態

選択測光インジケータ

カメラモード

シャッター速度

絞り

アルバム名

日付写し込み

フォーカスモード

ドライブモード

フラッシュモード

フレーミングマーク

アクセサリーレンズ

撮影可能枚数／
動画撮影可能時間

画像保管場所

ホワイトバランス

測光ブラケティング間隔

ISO

電池残量（点滅＝電池切れ）

露出補正

フラッシュ補正

ファイルサイズ

AFモード

測光方式

画像サイズ

デジタルズーム倍率

シャッター速度

絞り

露出補正

オートフォーカス／
自動露出（AE/AFインジケータ）

フラッシュ補正

スローシャッター速度警告 

フレーミングマーク 電池残量
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画像と動画の撮影
光学ズームの使用
光学ズームを使用すると、被写体を5.8倍まで拡大できます。光学ズームは、

動画を撮影する前または撮影中に変更できます。

1 EVFまたは液晶モニターを使用して、被写体を

捉えます。

2 マニュアルズームリングを回して、拡大または

縮小します。

3 シャッターボタンを半分押した状態で露出と

焦点を合わせます。その後で完全に押し下げて

撮影します （動画を撮影する場合は、シャッ

ターボタンを押して離します）。

デジタルズームの使用

デジタルズームを使用すると、任意の静止画モードで、光学ズームよりさらに

1.4倍または2倍まで拡大することができます。2つのズーム設定を組み合わせ

た場合、5.8倍から12倍まで拡大できます。

1 デジタルズームボタンを押します。（もう一度

押すと終了します）。

2 を動かしてオプションを選択します。

3 OKまたは Set（セット）ボタンを押します。

ズームアイコンはズーム状況を示します。

4 画像を撮影します。

注： デジタルズームは静止画の P、A、S、M、C でのみ使用できます。デジタ

ルズームを使用すると、画質が低下する場合があります。
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画像と動画の撮影
AF補助光 LEDの使用
この機能は、暗いシーンで画像をシャープに撮影するために使用します。光の

弱い状態でシャッターボタンを半分押し下げると、必要に応じてAF補助光 LED
から光線が短時間放射され、被写体を明るく照らします。AF補助光 LEDは出荷

時設定でオンになっています。オン／オフの設定は、設定メニューで変更でき

ます（54ページを参照）。

フリップアップ式フラッシュの使用 
夜間、室内、または屋外の暗い場所で撮影する場合は、フラッシュを使用します。

重要： フラッシュを使用する場合は、レンズフード（2 ページを参照）を取り

外すか逆向きに取り付けてください。

フラッシュ設定を変更する方法については41ページを参照してください。

フラッシュ有効範囲

ズームの位置 ガイドナンバー フラッシュ範囲 

広角 9（ISO 100）±0.5 [EV] 0.5～4.0 m

望遠 9（ISO 100）±0.5 [EV] 0.5～3.1 m

AF補助光 LED

開くにはフラッシュカバーを引き上げ
ます。閉じるにはフラッシュカバーを
押します。
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画像と動画の撮影
外部フラッシュユニットの使用
明るさを追加する場合や特殊なライティングが必要な場合は、外部フラッシュ

ユニット（別売）を使用します。外部フラッシュユニットの使用には、ホット

シューユニットまたは外部フラッシュコネクタが必要です。カメラ内蔵のフ

ラッシュと外部フラッシュを同時に使用して、より強力に強制発光させること

もできます。

注： 詳しくは、外部フラッシュユニットの取扱説明書を参照してください。

外部フラッシュコネクタ

ホットシューユニット

1

2

3

外部フラッシュコネクタを外部フラッシュ
コネクタ端子に差し込みます。

ホットシューカバーをスライドして
外します。

外部フラッシュユニットをホットシューに
取り付けます。

外部フラッシュユニットの電源をオンに
します。

2

1

外部フラッシュユニットの電源をオンに
します。

注： このカメラの外部フラッシュコネクタには、
すべての標準外部フラッシュケーブル（最大許容
電圧500V）を使用できます。
12 www.kodak.co.jpJA



画像と動画の撮影
画像と動画の再生
Review（再生）ボタンを押すと、撮影した画像や動画を表示したり操作するこ

とができます。

画像

注： 7.1 MP（3:2）で撮影された画像は、3:2の比率で表示され、画面の上部が

黒く表示されます。

動画

電池を節約するために、別売のKodak EasyShareカメラドック、または Kodak 5V
ACアダプターを使用してください （www.kodak.co.jpを参照）。

2 ： 前／次を表示します。

Review（再生）ボタンを押します。（もう一度押すと
終了します）。

  ： サムネールをインデックス表示

します。 （終了するにはOKボタンを押し

ます）。

  ： 前／次のサムネールを

表示します。

1

1

2

速度：

再生／一時停止するにはOKボタンを
押します。

再生中／一時停止中：

一時停止中：

： 動画の再生を終了します。

： 巻戻し／早送りします。

： 音量を調節します。

： フレームごとに巻戻し／早送りします。

を1秒間押し続けて、巻戻し／

早送りの速度を設定します。 を

もう一度押すと、速度を速くしたり
遅くしたりできます。
www.kodak.co.jp  13JA
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画像と動画の撮影
再生中の複数画像の選択

Set（セット）ボタンを使用して、再生する画像をセットし、削除（18ページ）、

保護（17ページ）、コピー（64ページ）などのさまざまな処理を一括で実行し

ます。

注： カメラの電源をオフにすると、画像の選択は解除されます。

シングル

インデックス

1

2

Set（セット）ボタンをもう一度押すと、
セットから画像が削除されます。

セット全体の選択を解除するには、
カメラの電源をオフにします。

選択されている 20枚の
画像中の 10枚目

を動かして画像を選択します。

Set（セット）ボタンを押します。
画像がセットに含まれます。

2

Review（再生）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

1

次の画像に移動します。

選択を解除するには、Set（セット）
ボタンをもう一度押します （セット
内の選択された数が消えます）。

3

4

5

を押します。

と を動かして画像を切り
替えます。

選択されたセットに含まれる画像が青い
枠で囲まれます。

画像を切り替えるたびに黄色い枠が移動
します。

Set（セット）ボタンを押して画像を選択します。

セット内の選択された数が画面に表示されます。
14 www.kodak.co.jpJA



画像と動画の撮影
再生モードのアイコンについて 

画像

動画 

ハイライト／シャドウクリッピングについては48ページ、ヒストグラムについ

ては49ページを参照してください。

［お気に入り指定］アイコン
［プリント指定］アイコン／プリント数

画像の保護

画像番号

画像保管場所

再生モード

アルバム名

電池残量

スクロール矢印

［Eメール指定］アイコン

日付写し込み

選択数／合計数

動画番号

再生モード

［お気に入り指定］アイコン

［Eメール指定］アイコン

アルバム名

画像の保護

画像保管場所

電池残量

動画撮影時間

動画の日付表示

インデックス

選択数／合計数
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画像と動画の撮影
再生中の画像の拡大

画像を拡大するには、デジタルズームボタンまたはコマンドダイヤルを使用し

ます。

コマンドダイヤル

デジタルズームボタン

1～ 10倍に拡大します（1倍きざみ）

1～10倍に拡大します（2倍きざみ）

• デジタルズームボタンを押して、画像を拡大
します。

元のサイズ（1倍）に戻すには、OKボタンを
押します。

• コマンドダイヤルを回して、拡大または縮小
します。

元のサイズ（1倍）に戻すには、OKボタンを
押します。
16 www.kodak.co.jpJA



画像と動画の撮影
画像と動画の保護

［画像］または［動画］— 表示されている画像または動画を保護します。

［終了］—［保護］画面を終了します。

［選択］— 現在の保管場所の選択された画像と動画を保護します。

［すべて］—現在の保管場所のすべての画像と動画を保護します。

画像または動画が保護され、削除できなくなります。保護された画像または

動画の横に画像の保護アイコン が表示されます。

注意 :
内蔵メモリーまたはSDまたはMMCカードをフォーマットすると、

保護されたものを含むすべての画像と動画が削除されます （内蔵

メモリーをフォーマットすると、Eメールアドレス、アルバム名、

およびお気に入りも削除されます。それらを復元する方法については、

EasyShareソフトウェアのヘルプを参照してください）。

1

2

4

3

Review（再生）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

 ： 前／次を表示します。

Menu（メニュー）ボタンを押します。

画面の指示に従います。

を動かして を選択します。

OKまたは Set（セット）ボタンを押します。
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画像と動画の撮影
画像と動画の削除

［この画像］または［この動画］— 表示されている画像または動画を削除し

ます。

［終了］—［削除］画面を終了します。

［選択］— 現在の保管場所から選択された画像と動画を削除します。

［全て］— 現在の保管場所からすべての画像と動画を削除します。

注： 保護された画像や動画を削除するには、まず保護を解除する必要があり

ます。

1

2

Review（再生）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

： 前／次を表示します。

Delete（削除）ボタンを押します。

画面の指示に従います。4

3
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3 画像の転送およびプリント

ソフトウェアのインストール

注意 :
Kodak EasyShareソフトウェアは、カメラまたはドック（別売）をコン

ピュータに接続する前にインストールしてください。接続してからイン

ストールすると、ソフトウェアが正しくインストールされない場合が

あります。

1 コンピュータで開いているすべてのアプリケーションを閉じます。

2 Kodak EasyShareソフトウェアCDをCD-ROMドライブに挿入します。

3 ソフトウェアをインストールします。

Windows — インストールウィンドウが表示されない場合は、［スタート］

メニューの［ファイル名を指定して実行］をクリックし、「d:¥setup.exe」
と入力します。dはCD-ROMドライブのドライブ文字です。

Mac OS X — デスクトップのCDアイコンをダブルクリックし、インストー

ルアイコンをクリックします。

4 画面の指示に従ってソフトウェアをインストールします。

Windows — アプリケーションを自動的にインストールする場合は、［標準］を

選択します。インストールするアプリケーションを選択する場合は、［カス

タム］を選択します。

Mac OS X — 画面の指示に従います。

注： ユーザー登録画面が表示されたら、カメラとソフトウェアの登録を行っ

てください。登録処理では、お使いのシステムを最新の状態に保つため

の

情報を入力します。後で登録する場合はwww.kodak.co.jp/go/registerにアク

セスしてください。
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画像の転送およびプリント
5 コンピュータを再起動するように要求されたら、コンピュータを再起動し

ます。ウイルス対策ソフトウェアをオフにした場合はオンに戻します。

詳しくは、ウイルス対策ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

Kodak EasyShareソフトウェアCDに収録されているソフトウェアアプリケーション

についての情報を参照するには、Kodak EasyShareソフトウェアの［ヘルプ］

ボタンをクリックしてください。

画像の転送 
画像は、USBケーブルまたは EasyShareドックを使用して、コンピュータに転送

できます。

詳しくは、Kodak製品取扱店またはwww.kodak.co.jpでご確認ください。

USBケーブルを使用した画像の転送 
パッケージに EasyShareドックが同梱されていない場合は、カメラに付属のUSB
ケーブルを使用してください。

1 カメラの電源をオフにします。

2 USBケーブルの という表示の付いた端をコン

ピュータのUSBポートに差し込みます。詳しく

は、コンピュータの取扱説明書を参照してくだ

さい。

3 USBケーブルのもう一方の端をカメラのUSB端

子に差し込みます。

4 カメラの電源をオンにします。

Kodak EasyShareソフトウェアがコンピュー

タ上で起動されます。ソフトウェアの指示に

従って、転送プロセスを実行します。

注： 接続に関するオンラインチュートリアルについては、

www.kodak.com/go/howtoを参照してください。
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画像の転送およびプリント
EasyShareドックを使用した画像の転送

パッケージに EasyShareドックが同梱されている場合は、EasyShareドックを使用

して画像を転送してください （詳しくは、ドックのユーザーガイドを参照して

ください。購入についてはwww.kodak.co.jpでご確認ください。ドックの互換性

については24ページを参照してください）。

Kodak EasyShareプリンタードックまたは
コンピュータを使用したプリント
プリンタードック— Kodak EasyShareプリンタードックにカメラを装着すれば、

コンピュータを使用せずにプリントできます。お使いのカメラとドックの互換

性については、 24ページを参照してください。詳しくは、Kodak製品取扱店

またはwww.kodak.co.jpでご確認ください。

コンピュータ － Kodak EasyShareソフトウェアの［ヘルプ］ボタンをクリックし

てください。

SDまたはMMCカードに保存されている画像の
プリント
■ SDまたはMMCカードスロット付きのプリンターにカードを挿入して、指定

された画像を自動的にプリントすることもできます。詳しくは、プリン

ターの取扱説明書を参照してください。

■ 最寄りの写真店にカードを持って行き、プリントをオーダーすることもでき

ます。
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画像の転送およびプリント
プリントのオンラインオーダー
Kodakオンラインフォトサービス（www.kodakgallery.com）は、Kodak EasyShare
ソフトウェアで提供されているオンラインプリントサービスの1つです。次の

ような処理を簡単に行うことができます（Kodakオンラインフォトサービスの

日本でのサービス開始時期は未定です）。

■ 画像のアップロード

■ 画像の編集、拡張、枠の追加

■ 画像の保管、家族や友人との共有

■ 画像のプリントオーダー

PictBridge対応プリンターでのダイレクトプリント
このカメラはPictBridgeテクノロジに対応しており、コンピュータを使用せずに

PictBridge対応プリンターでダイレクトプリントを行うことができます。ダイレ

クトプリントには次のものが必要です。

プリンターへのカメラの接続

1 カメラとプリンターの電源をオフにします。

2 オプション： Kodak 5V ACアダプター（別売）を使用する場合は、カメラに

接続してから電気コンセントに差し込みます。

3 カメラのUSBケーブルを使用して、カメラとプリンターを接続します

（詳しくは、プリンターの取扱説明書を参照してください）。

■ フル充電済みのカメラ、または
Kodak 5V ACアダプター（別売）に
接続したカメラ

■ PictBridge対応プリンター

■ USBケーブル（モデルU-8）
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画像の転送およびプリント
画像のプリント

注： プリントサイズは、お使いのプリンターによって異なります。

1 モードスイッチを または の位置にします。

注： モードスイッチを回してお気に入りの位置にしてある場合は、現在のお気に

入り画像が表示されます。

2 プリンターの電源をオンにします。

PictBridgeロゴが表示された後、現在の画像とメニューが表示されます

（画像が見つからない場合はそのことを知らせるメッセージが表示されます）。

メニュー表示が消えた場合は、いずれかのボタンを押すと再び表示されます。

3 を動かしてプリントオプションを選択し、OKボタンを押します。

注： ダイレクトプリントでは、画像はコンピュータまたはプリンターに転送

および保存されません。

プリンターからのカメラの取り外し

1 カメラとプリンターの電源をオフにします。

2 カメラとプリンターからUSBケーブルを抜きます。

現在の画像 を動かして画像を選択します。プリント数を選択

します。

指定した画像 お使いのプリンターがこの機能に対応している場合は、

プリント用に指定した画像をプリントします

（69ページを参照）。

インデックス

プリント

すべての画像のサムネールをプリントします。イン

デックスプリントには用紙が複数枚必要になります。

全ての画像 内蔵メモリー、メモリーカード、またはお気に入りに

保管されているすべての画像をプリントします。

プリント数を選択します。

画像保管場所 内蔵メモリー、メモリーカード、またはお気に入りに

アクセスします。
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画像の転送およびプリント
カメラとドックの互換性

詳しくは、www.kodak.co.jpでご確認ください。

Kodak EasyShareドック ドック構成

■ シリーズ3
プリンタードックおよび
カメラドック

■ プリンタードック PD-22
■ プリンタードックプラス

■ プリンタードック6000
■ カメラドック6000

■ プリンタードック4000
■ カメラドック II
■ LS420、LS443

カメラドック

対応していません。

専用
カメラインサート 

ドック

専用
カメラインサート 

Kodakドック
アダプターキット
D-22

ドック
24 www.kodak.co.jpJA
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4 カメラのさまざまな利用方法

撮影モード

使用するモード モードの説明

モードスイッチ － 撮影、お気に入り

 撮影 画像と動画を撮影します。

お気に

入り

お気に入りを表示します（71ページを参照）。

被写体と撮影条件に合うモードを
選択します。

通常の撮影には、オートモードを
使用します。
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カメラのさまざまな利用方法
モードダイヤル － 11種類

AUTO（オート） 通常の撮影に使用し、簡単な操作で優れた画質を実現で

きます。

ポート

レート

ポートレート（出荷時設定） －人物の撮影に適してい

ます。被写体がシャープになり、背景がぼやけます。

最高の画質を得るためには、被写体から2 m以上離れて、

肩より上の部分を撮影します。望遠を使用するとさらに

背景がぼやけます。

夜景ポートレート  － 夜景または光の弱い状態での人

物の撮影時に赤目を軽減します。安定した平らな場所に

カメラを置くか、三脚を使用します。

手ぶれ防止夜景ポートレート  － 手ぶれを最小限に抑え、

被写体と背景の両方を撮影します。

遠景 遠景（出荷時設定）  － 遠距離の風景の撮影に適してい

ます。

夜景  － 遠距離の夜景の撮影に適しています。

これらの2つの設定では、フラッシュは発光しません。

また、オートフォーカスフレーミングマーク（8ページを

参照）は使用できません。

使用するモード モードの説明
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カメラのさまざまな利用方法
フラワー フラワー（出荷時設定）  － 近い距離にある被写体を

シャープに撮影します。ズームの位置に応じて撮影距離

が自動的に設定されます。マクロ撮影可能距離（レンズ

からの距離）は、 広角の場合は10～50 cm、 望遠の場合は

25～50 cmです。

スーパーマクロ  － 非常に近い距離にある被写体を

シャープに撮影します。

マクロ撮影可能距離（レンズからの距離）は、 広角の場合

は5～35 cmです。

注： ズームの位置が望遠の場合、スーパーマクロは効果

がありません。

フラッシュはできるだけ使わずに自然光を利用してくだ

さい。

シーン 8種類の特定の条件下で、手軽に状況に合わせて撮影を

行うことができます（30ページを参照）。

プログラム 露出補正、フラッシュ補正（カメラに取り込む光の量の

調整）、ISO感度（45ページを参照）を設定できます。

シャッター速度と絞り（F値）は、撮影条件に応じて自動

的に設定されます。プログラムモードを使用すると、

すべてのメニューオプションを利用したオート撮影を

簡単に行うことができます。コマンドダイヤルと Set
（セット）ボタンを使用して、設定を選択および調整でき

ます（43ページを参照）。Menu（メニュー）ボタンを

押してその他の設定を変更します。

使用するモード モードの説明
www.kodak.co.jp  27JA



カメラのさまざまな利用方法
絞り優先 絞り、露出補正、フラッシュ補正、ISO感度（45ページを

参照）を設定できます。絞り優先モードは主に、被写界

深度（焦点の合う前後の範囲）を変更する場合に使用し

ます。

注： 光学ズームの使用時は、絞り設定に影響を及ぼす場

合があります。コマンドダイヤルと Set（セット）ボタン

を使用して、設定を選択および調整できます（43ページ

を参照）。Menu（メニュー）ボタンを押してその他の

設定を変更します。

シャッター

優先

シャッター速度、露出補正、フラッシュ補正、および ISO
感度（45ページを参照）を設定できます。適切な露出に

対する絞りが自動的に設定されます。シャッター優先

モードは主に、動きのある被写体が撮影時にぶれるのを

防ぐために使用します。シャッター速度が遅い場合は、

カメラが動かないように三脚を使用してください。コマ

ンドダイヤルと Set（セット）ボタンを使用して、設定を

選択および調整できます（43ページを参照）。Menu
（メニュー）ボタンを押してその他の設定を変更します。

マニュアル 絞り、シャッター速度、フラッシュ補正、および ISO感度

（45ページを参照）を設定できます。露出補正は、適切な

露出を実現するために必要な絞りとシャッター速度の組

み合わせを示す、露出メーターの役目を果たします。

シャッター速度が遅い場合は、カメラが動かないように

三脚を使用してください。コマンドダイヤルと Set（セッ

ト）ボタンを使用して、設定を選択および調整できます

（43ページを参照）。Menu（メニュー）ボタンを押して

その他の設定を変更します。

使用するモード モードの説明
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カメラのさまざまな利用方法
 カスタム この「ユーザー設定」モードを使用すると、P、A、S、M
の各モードに加えて、他のカメラ設定とは独立して保存

されているカスタム設定やメニュー設定を保存できます。

別のモードで設定を作成した場合は、［カスタムモードに

コピー］を使用してそれらの設定を任意のカスタムモード

に転送し保存することができます（59ページの表を参照）。

動画 音声付きの動画を撮影できます（6ページを参照）。

使用するモード モードの説明
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カメラのさまざまな利用方法
シーンモード

1 モードダイヤルを回してシーン の位置にします。

2  を動かして、シーンモードの説明を表示します。

注： ヘルプテキストがオフになっている場合は、OKボタンを押します。

3 OKボタンを押して、シーンモードを選択します。

使用するSCN
（シーン）モード 

モードの説明

スポーツ 動きのある被写体に適しています。速いシャッター速度が

使用されます。

サンセット 夕暮れ時の深い色合いを再現します。

逆光 逆光（被写体の後ろに光源がある状態）での撮影に適して

います。

キャンドル

ライト

ほのかな明かりでの撮影に適しています。

書類 書類の撮影に適しています。

マナー /
美術館 

結婚式や講義など、静かな場所での使用に適しています。

フラッシュとサウンドは使用できません。

スノー 雪景色の撮影に適しています。

ビーチ 砂浜での撮影に適しています。
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カメラのさまざまな利用方法
Focus（フォーカス）ボタンの使用 
近距離の被写体や遠景にフォーカスを合わせます。モードによっては使用でき

ない設定もあります。

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

フォーカスモード 説明 

標準AF
（出荷時設定）

一般的な撮影に適しています。広角／望遠で50 cmから

無限遠までに対応します。

マクロAF 非常に近い距離にある被写体を詳細までシャープに撮影

する場合に適しています。フラッシュはできるだけ使わ

ずに自然光を利用してください。広角／望遠時のマクロ

撮影可能距離は、 25～50 cmです。広角でさらに近い距離

の被写体を撮影する場合は、フラワーモードのスーパー

マクロを使用します（25ページを参照）。

無限遠 遠距離の撮影に適しています。フォーカス設定が［無限

遠］の場合は、オートフォーカスフレーミングマークは

使用できません。フラッシュは常に発光しません。

1

2

3 OKまたは Set（セット）ボタンを
押します。

Focus（フォーカス）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

現在有効なアイコンは、EVF／液晶モニターに
表示されます。

を動かしてオプションを選択

します。
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カメラのさまざまな利用方法
ドライブモードを使用した、セルフタイマー、
連写、測光ブラケティング設定
 モードによっては使用できない設定もあります。

注： 高速設定変更については 47 ページを参照してください。連写枚数につい

ては35ページを参照してください。

マニュアル カメラの視野の中央にフォーカスを合わせます。マニュ

アルフォーカスリングを回すと、画面の拡大部分、

フォーカス範囲を示すバー、およびフォーカスのシャー

プネスを示すゲージが表示されます。値がプラス方向に

高いほど、焦点が合っていることを示します。広角／

望遠時のマクロ撮影可能距離は、 25 cm～無限遠です。

フォーカスモード 説明 

OKまたは Set（セット）ボタンを
押します。

Drive（ドライブ）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

現在有効なアイコンは、EVF／液晶モニターに
表示されます。

を動かしてオプションを

選択します。
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カメラのさまざまな利用方法
ドライブモード 説明

シングル 1枚の画像を撮影します。

セルフタイマー

（10秒）

10秒経過する間に画面に入るように移動します。

平らな場所または三脚の上にカメラを置きます。

シャッター遅延

（2秒）

2秒経過すると撮影されます（安定した場所で

三脚を使用してください）。

ファースト連写

フラッシュは常に

発光しません。

（TIFFでは使用で

きません）。

シャッターボタンが押されている間に2.3コマ／

秒の速度で画像が撮影されます。保存される画像

数については35ページを参照してください （対

象のイベントを撮影します。人物がゴルフクラブ

をスイングするところなど）。

ラスト連写

フラッシュは常に

発光しません。

（TIFFでは使用

できません）。

シャッターボタンが押されている間に2.3コマ／

秒の速度で画像が撮影されます。保存される画像

数については35ページを参照してください 
（正確なタイミングを捉えづらいイベントの場合

に使用します。子供がバースデーケーキのロウ

ソクを吹き消すところ）。

測光

ブラケティング3
フラッシュは常に

発光しません。

（TIFFでは使用

できません）。

3枚の画像を、選択した1/3、2/3、1.0 EVステップ

のいずれかで撮影します。3枚の画像を比較して

最も適切な測光レベルを決定します。
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カメラのさまざまな利用方法
1 ドライブモードを設定します（32ページ）。

2 シャッターボタンを半分押した状態でAE/AFを設定します。

3 連写以外に設定した場合は、まずシャッターボタンを完全に押し下げ、

次にボタンから指を離して撮影します。

連写に設定した場合は、シャッターボタンを完全に押し下げたままにします。

シャッターボタンを離すか、制限枚数の画像が撮影されるか、保管場所が

いっぱいになると撮影が停止します。

注： セルフタイマーとシャッター遅延を開始した後で取り消すには、シャッ

ターボタンをもう一度押します。

注： クイックビューの表示中は、連写した一連の画像すべてを削除できます。

画像を選択して削除するには、再生モード（18ページを参照）で削除し

ます。

測光

ブラケティング5
フラッシュは常に

発光しません。

（TIFFでは使用

できません）。

5枚の画像を、選択した1/3、2/3、1.0 EVステップ

のいずれかで撮影します。5枚の画像を比較して

最も適切な測光レベルを決定します。

インターバル撮影

フラッシュは常に

発光しません。

（TIFFでは使用

できません）。

指定した枚数（2～99）の画像を指定した間隔

（10秒～24時間）で撮影します。

ドライブモード 説明
34 www.kodak.co.jpJA



カメラのさまざまな利用方法
連写枚数

連写枚数は、画質サイズとファイルタイプによって決まります。ファイルタイ

プ（画像の圧縮）については、52ページを参照してください。

注： TIFFフォーマットは、連写モードでは使用できません。

画像サイズ 解像度 圧縮／ファイルタイプ 枚数 
8.0 MP 3264×2448 RAW 3 

ファイン 7

スタンダード 12

ベーシック 19

7.1 MP 3264×2176 ファイン 8

スタンダード 13

ベーシック 21

5.0 MP 2560×1920 ファイン 11

スタンダード 19

ベーシック 29

3.1 MP 2048×1536 ファイン 17

スタンダード 29

ベーシック 45

0.8 MP 1024×768 ファイン 40

スタンダード 40

ベーシック 40
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カメラのさまざまな利用方法
AE/AF（自動露出／オートフォーカス）
ロックボタンの使用

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

AE/AF
ロックモード 

説明 

 
（出荷時設定）

露出設定は、シャッターボタンが押されたかどうかには関係

しません。この設定によって、クリエイティブな構図と露出を

実現できます。設定は保持されるので、誤って変更されるこ

とはありません。

6
1

2

3

4
緑－適正

赤－不適正

AE ロックが不適正

フォーカスロックが

5

AE/AFロックモードを設定する方法

Menu（メニュー）ボタンを
押します。

（もう一度押すと終了します）。

OKボタンを押します。

を動かして［設定］

メニューを選択します。

を動かして［AE/AF
ロックの設定］を選択します。

を動かしてオプションを

選択し、OKボタンを押します。

AE/AFロックボタンを
押します。（もう一度
押すとロックが解除
されます）。

不適正
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カメラのさまざまな利用方法
AFロックを使用した撮影

AFが機能しない可能性のある特殊な状況の場合（36ページ）：

1 AE/AFロックボタンの設定を［AF］に設定します。

2 メインの被写体にフレーミングマークを設定します。

3 AE/AFロックボタンを押します。

4 構図を決め直してから、シャッターボタンを半分押し下げて、露出の位置を

ロックします。

5 シャッターボタンを完全に押し下げて撮影します。

フォーカスロックを使用すると、AFが機能しない可能性の

ある被写体やシーンでも、露出を正確に設定できます。この

設定によって、クリエイティブな構図とフォーカスを実現でき

ます。例：

コントラストの低いシーン： 背景と同系色の服を着た人物が

被写体の場合。

全体に模様のある被写体やシーン： ビルの窓、横縞の服を着た

人物、檻の中の動物、森の中の人物など。

フレーミングマーク内の輝度が極端に異なるシーン： 逆光で

メインの被写体が陰になっている場合。

/ シャッターボタンが押されたかどうかにかかわらず、露出と

フォーカスの両方を制御する場合に使用します。

AE/AF
ロックモード 

説明 
www.kodak.co.jp  37JA



カメラのさまざまな利用方法
マニュアルフォーカス（MF）アシストAFの使用
この機能を使用すると、より詳細なフォーカス調整を行うことができます。

1 Menu（メニュー）ボタンを押します。

（もう一度押すと終了します）。

2 を動かして［設定］ を選択します。

3 を動かして［MFアシストAF］を選択し、

OKボタンを押します。

4 を動かして［オン］を選択し、OKボタンを

押します。

この設定は、変更するまで有効です。

5 シャッターボタンを半分押した状態にします。

6 マニュアルフォーカスリングを回して、焦点を

調整します （中央にフォーカスを合わせます）。

拡大画像が表示されます。

7 シャッターボタンを完全に押し下げて撮影し

ます。
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カメラのさまざまな利用方法
Program（プログラム）ボタンの使用 
このボタンを押すだけで［撮影］および［再生］のサブメニューが表示される

ようにプログラムすることができます。たとえば、カスタムホワイトバランス

設定を頻繁に調整する場合は、このボタンを押すだけで［カスタムホワイトバ

ランス］サブメニューが表示されるようにプログラムしておくと、メニューに

アクセスしてサブメニューを探す必要がなくなります。モードによっては

Program（プログラム）ボタンが使用できない場合もあります。

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

1

2

3

ボタンのプログラム（初期設定）

4

2回目以降のボタンのプログラム

注： 次に Program（プログラム）ボタンを押したときに、選択されたサブメニューが
表示されます。サブメニューは、撮影モードと再生モードで同時に維持することができます。

Menu（メニュー）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

撮影モードまたは再生モードで、
Program（プログラム）ボタンを押すと
サブメニューが表示されます。

を動かして設定を選択し、

OKボタンを押します。

選択されたアイコンが画面に表示されます。

Program（プログラム）ボタンを3秒間
押すと、選択された設定にアクセスして
変更することができます。

 を動かして［設定］を

選択します。

を動かして［プログラムボタン（再生）］
または［プログラムボタン（撮影）］を選択し、
OKボタンを押します。

 を動かしてオプションを選択し、

OKボタンを押します。
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カメラのさまざまな利用方法
撮影設定のプログラム

プログラムを設定した後で、撮影モードでProgram（プログラム）ボタンを押す

と、指定したサブメニューに直接アクセスすることができます。

再生設定のプログラム

プログラムを設定した後で、再生モードでProgram（プログラム）ボタンを押す

と、指定したサブメニューに直接アクセスすることができます。

ショートカットメニュー選択 ショートカットメニュー選択

画像サイズ オートフォーカス 

ファイルタイプ シャープネス 

カラーモード コントラスト 

日付写し込み スローフラッシュ設定 

カスタムホワイトバランス Cモードにコピー

AFコントロール カスタム露出モード 

ショートカットメニュー選択 ショートカットメニュー選択

表示 コピー 

アルバム RAWファイル現像 

保護 動画日付表示 

編集 インデックス 

赤目補正
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カメラのさまざまな利用方法
フラッシュ設定の変更 

注： フラッシュは撮影モードに応じてあらかじめ設定されています。フラッ

シュ設定によっては、使用できない撮影／ SCNモードもあります。これ

らのモードの一部でオート発光または赤目軽減発光に変更した場合は、

設定を変更するまで出荷時設定になります。

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

フラッシュ

モード

フラッシュの発光

オート

発光

フラッシュが必要な明るさの場合に自動的に発光します。

赤目

軽減発光

被写体の目がフラッシュに慣れるように一度プレ発光し、

撮影時にもう一度発光します。赤目軽減が不要な場合は、

フラッシュが一度しか発光しないことがあります。赤目

軽減発光オプションについては、54ページの表を参照して

ください。

強制発光 明るさに関係なく、撮影するたびに必ず発光します。被写

体が暗い場合や「逆光」の場合（光が被写体の後ろにある

場合）に使用します。暗い場所では、カメラをしっかり構

えるか、三脚を使用します。

 を動かしてオプションを選択します。

を押します。（もう一度押すと終了します）。

OKまたは Set（セット）ボタンを押します。

フラッシュアイコンが点滅している間は、フラッシュの
充電中です。点滅が終わってから撮影してください。
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カメラのさまざまな利用方法
PASMモードとCモード
PASMモードまたはCモードで変更された設定は、それらのモードのいずれかで

撮影された画像にのみ適用されます。

たとえば、P、A、S、Mモードでカラーモードをセピアに変更しても、オート

および SCNモードではデフォルトのカラー設定が維持されます。

注： PASMモードとCモードのフラッシュ、測光、ISO、ホワイトバランスなどの

設定は、モードを変更したりカメラの電源をオフにしても維持されます。

PASMを出荷時設定にリセットするには、［カメラのリセット］を使用します

（57ページを参照）。

絞り －（または F値）被写界深度を決定するレ

ンズ開口部のサイズを制御します。F2.8などの

小さい F値は、レンズ開口部が大きいことを示

します。F8などの大きい F値は、レンズ開口部

が小さいことを示します。

F値を大きくすると、被写体全体がシャープにな

ります。風景や明るい場所での撮影に適してい

ます。小さい F値は、ポートレートや暗い場所

での撮影に適しています。絞り値を最大または

最小にして光学ズームを使用すると、何らかの

影響を受ける場合があります。

スロー

発光 
シャッター速度にかかわらず、シャッターボタンが完全に

押された直後に発光します。遅いシャッター速度での撮影

時にのみ有効です。その他のスローシンクロ設定について

は、59ページの表を参照してください。

オフ 発光しません。

フラッシュ

モード

フラッシュの発光

絞り

シャッター
速度

露出補正

フラッシュ補正
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カメラのさまざまな利用方法
シャッター速度 － シャッターを開いたままにしておく時間を設定します。

手ぶれを示すアイコン はシャッター速度が遅いことを警告するものです 
（シャッター速度が遅い場合は三脚を使用してください）。

露出補正 － 露出を手動で調整できます（± 2.0 EV、1/3 EVステップ）。逆光

での撮影や特殊なシーンの撮影に適しています。画像が明るすぎる場合は

設定値を低く、暗すぎる場合は設定値を高くしてください。

フラッシュ補正 － フラッシュの明るさを設定します（± 1.0、1/3ステップ）。

フラッシュの範囲内で設定してください。フラッシュ設定がオフの場合は

無効です。

PASMモードとCモードの設定の変更

PASMモードとCモードは、F値（絞り）、シャッター速度、露出補正、フラッ

シュ補正を設定できます。

1 モードダイヤルを回してP、A、S、M、または

Cの位置にします。

2 コマンドダイヤルと Set（セット）ボタンを使用

します。

■ コマンドダイヤルを回して、選択可能な設

定に選択矢印を動かします。

注： PASMモードとCモードでの高度な撮影

につては、59ページの メニューを参照

してください。

■ Set（セット）ボタンを押して設定を開きます。

■ コマンドダイヤルを回して設定を調整して

から、Set（セット）ボタンを押して閉じます。

3 Menu（メニュー）ボタンを押してその他の

設定を変更します（50ページを参照）。

4 画像を撮影します。

PASM、Cモードオプション

白－選択可能
グレー－選択不可能
黄色－変更可能な値
赤－範囲外
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カメラのさまざまな利用方法
WB（ホワイトバランス）ボタンの使用

ライティング条件を選択します。

注： このボタンは、PASMモード、Cモードで使用できます。

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

ホワイトバランス（WB）オプション

WBオプション 説明

オート

（出荷時設定）

ホワイトバランスを自動的に補正します。一般的な

撮影に適しています。

昼光 自然光の画像を撮影します。

曇り 曇り、日陰、または薄暗い場所での撮影に使用します。

晴天日陰 自然光を利用した日陰での撮影に使用します。

サンセット 夕暮れ時の深い色合いを再現します。

白熱灯 屋内の電球のオレンジ色の光を補正します。屋内の

白熱灯またはハロゲンライトの下でフラッシュを使わ

ずに撮影する場合に適しています。

2

3

1
WB（ホワイトバランス）ボタンを
押します。
（もう一度押すと終了します）。

を動かしてオプションを

選択します。

現在有効なアイコンは、EVF／液晶モニターに
表示されます。

OKまたは Set（セット）ボタンを
押します。
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カメラのさまざまな利用方法
ISO感度の設定

ISO感度は、カメラセンサーの感度を制御します。設定が高いほど光に対する感

度も高くなりますが、画像に「ノイズ」が発生する場合があります。オートモー

ドと SCN（シーン）モード設定を使用すると、カメラセンサーの感度がライティ

ング条件に合わせて自動的に調整されます。PASMモードとCモードでは、ISO
ボタンを使用して設定を調整できます。

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

蛍光灯 蛍光灯の緑色の光を補正します。屋内の蛍光灯の下で

フラッシュを使わずに撮影する場合に適しています。

クリックWB 白いものにカメラを向けて撮影し、より最適にします。

画面の指示に従って設定を行います。

カスタム カスタムホワイトバランスとして登録してある保存

済みホワイトバランス設定を使用します（59ページの

表を参照）。

WBオプション 説明

ISOボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

OKまたは Set（セット）ボタンを
押します。

を動かしてオプションを

選択します。

現在有効なアイコンは、EVF／液晶モニターに
表示されます。
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カメラのさまざまな利用方法
ISO感度の設定と画像サイズの対応表：

注： 画像サイズを選択するには、51ページを参照してください。

測光モードの使用

PASMモードまたはCモードで、撮影条件に応じて測光システムを選択します。

注： 高速設定変更については47ページを参照してください。

ISO 画像サイズ（MP）

ISO 50～200 3.1 MP、5.0 MP、7.1 MP、8.0 MP

ISO 400～1600 0.8 MPのみ

アイコン 測光モードオプション

（なし） マルチ測光（出荷時設定）— 画像全体の光の条件を測定し、

画像に最適な露出に設定します。一般的な撮影に適しています。

 
中央重点測光 — 画面の中央に重点を置くと同時に、画像の広範

囲の光の条件を測定します。

スポット測光 — 中央重点測光に似ていますが、ビューファイン

ダーの中央に配置された被写体の小さな領域を中心として測定さ

れる点が異なります 画像内の特定の領域の露出を正確に設定す

る必要がある場合に適しています。スポット測光の画像が画面に

表示されます。

OKまたは Set（セット）ボタンを
押します。

測光ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

現在有効なアイコンは、EVF／液晶モニターに
表示されます。

を動かしてオプションを

選択します。
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カメラのさまざまな利用方法
測光ブラケティングでの露出補正の使用

PASモードでは、露出補正と測光ブラケティングを組み合わせて使用できます。

コマンドダイヤルを使用した高速設定変更
コマンドダイヤルとボタンを組み合わせて使用すると、設定をすばやく変更で

きます。

注： コマンドダイヤルを使用して、PASM モードで設定を調整することもでき

ます。43ページを参照してください。

選択 — 25箇所の選択可能な画像の位置の1つに基づいて測光

システムを作成します。セレクタブルAF（59ページの表を参照）

を使用すると、設定は一緒に記録されます。  を使用し

て希望の位置に照準を動かします。

露出補正の設定値 測光ブラケティング間隔を

3段階に設定した場合

使用される露出

0.0
間隔は0.3に設定されます。

-0.3、0.0、+0.3
+1.0 +0.7、+1.0、+1.3
–1.0 –1.3、–1.0、–0.7

アイコン 測光モードオプション

コマンドダイヤル

• 機能ボタンを押しながらコマンドダイヤルを
回すと、機能メニューのオプションをすばやく
切り替えて選択できます。

• メニューを閉じるには、機能ボタンを離します。
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カメラのさまざまな利用方法
ハイライト／シャドウクリッピングの使用
クイックビューまたは再生モードでは、画像のクリッピングされた領域を表示

して、露出過多および露出不足を示すハイライトとシャドウの詳細を確認する

ことができます。シーンに反射部分が大きい場合は通常、ハイライトクリッ

ピングやシャドウクリッピングが発生します。シーンの大部分がクリッピング

される場合は、PASMモードで絞りやシャッター速度を変更して露出を調整し

ます。

高速設定変更に使用可能な機能ボタン：

• フラッシュボタン（41ページ）• 測光ボタン（46ページ）

• Focus（フォーカス）ボタン

（31ページ）

• Program（プログラム）ボタン

（39ページ）

• Drive（ドライブ）ボタン

（32ページ）

• WB（ホワイトバランス）ボタン

（44ページ）

• ISOボタン（45ページ） • デジタルズームボタン

（10ページ）

ハイライト／シャドウクリッピング
の表示／非表示を切り替えるには
情報ボタンを押します。

シャドウは青で表示

ハイライトは黄色で表示
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カメラのさまざまな利用方法
ヒストグラムの使用
クイックビューまたは再生モードでは、ヒストグラムは被写体の明るさ分布を

示します。ピークがグラフの右端にある場合は被写体が明るすぎることを示し

ます。逆に左端にある場合は被写体が暗すぎることを示します（グレースケー

ルバーを参照）。ヒストグラムの中央部分にピークがある場合は通常、露出が

最適になります。

ヒストグラムの表示／非表示を
切り替えるには情報ボタンを
押します。

シャドウ補正

中間

ハイライト補正

グレースケール
バー
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カメラのさまざまな利用方法
撮影設定の変更
撮影するときの設定を変更することができます。

1 Menu（メニュー）ボタンを押します（終了するにはもう一度押します）。

2 を動かしてメニュータブを選択します。

■  撮影： 一般的な設定で静止画像を撮影する場合。

■  動画： 動画を撮影する場合。

■  設定： カメラ設定をカスタマイズする場合。

■   撮影+ ： 高度な撮影を行う場合。

（PASMおよびC設定でのみ使用可能）。

3 を動かして変更する設定を選択し、OKボタンを押します。

4 設定値を選択してOKボタンを押します。
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カメラのさまざまな利用方法
静止画メニューオプション

 撮影

オートモードと SCN（シーン）モードなどでは使用できない設定もあります。

設定 アイ

コン

設定値／内容

画像サイズ

画像の解像度を選択

します。

この設定は、

変更するまで有効

です。

8.0 MP（出荷時設定）— 76×102 cmまでのプリ

ントに適しています。最高の解像度が適用され、

ファイルサイズは最も大きくなります。

7.1 MP（3:2）—  トリミングなしの10×15 cm
のプリントに適しています。76×102 cmまでの

プリントにも適しています。

5.0 MP — 28×36 cmまでのプリントに適してい

ます。中程度の解像度が適用され、ファイル

サイズは小さくなります。

3.1 MP — 20×25 cmまでのプリントに適してい

ますが、 中程度の解像度が適用され、ファイル

サイズが小さくなります。

0.8 MP — 10×15 cmのプリントに適しています。

Eメール、インターネット、画面での表示、およ

び保管場所を節約することができます。
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カメラのさまざまな利用方法
ファイルタイプ

RAWまたは TIFF以外

の圧縮データは、

保管場所（メモリー）

の容量や転送時間を

節約できます。

この設定は、

変更するまで

有効です。

ベーシック — JPEG。高圧縮率。低画質 
スタンダード（出荷時設定）— JPEG。標準圧縮率

ファイン — JPEG。低圧縮率。高画質

TIFF — 画像データの詳細を保存するために使用

される非圧縮形式。スキャナの取り込みや画像

関連のアプリケーションを使用するのに最適です。

RAW — ホワイトバランス、シャープネス、コン

トラストなどが適用されていない、オリジナル

のRAWデータ。通常使用可能なファイルを作成

する方法については、62ページを参照してくだ

さい。

カラーモード

色調を選択します。

この設定は、モード

ダイヤルを回すか、

カメラの電源を

オフにするまで

有効です。

ヴィヴィッドカラー 
ナチュラルカラー（出荷時設定）

シックカラー 
白黒

セピア

注： EasyShareソフトウェアを使用すると、カラー

の画像を白黒やセピアに変更することがで

きます。ただし、白黒またはセピアの画像を

カラーに変更することはできません（RAW
ファイルを使用すれば変更できます）。

日付写し込み 
画像に日付を

表示します。

日付写し込みのオン／オフや日付の表示形式を

選択します （出荷時設定は［オフ］です）。

設定 アイ

コン

設定値／内容
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カメラのさまざまな利用方法
動画メニューオプション

 動画

設定 アイ

コン

設定値／内容

動画サイズ 
動画の解像度を選択し

ます。

この設定は、変更する

まで有効です。

640×480 — 解像度が高くなり、ファイル

サイズが大きくなります。動画は640×480
画素の大きさ（VGA）で表示されます。

320×240 — 解像度が低くなり、ファイル

サイズが小さくなります。動画は320×240
画素の大きさ（QVGA）で表示されます。

動画撮影時間

動画の撮影時間を

選択します。

この設定は、カメラの

電源をオフにするまで

有効です。

連続（出荷時設定）— カードまたは内蔵

メモリーに容量がある間、あるいはシャッ

ターボタンを押すまで撮影されます。

5、15、または30秒。

AFコントロール

オートフォーカス設定

を選択します。

この設定は、カメラの

電源をオフにするまで

有効です。

コンティニュアスAF（出荷時設定）— 
カメラの焦点は常に合っているので、 
シャッターボタンを半分押し下げて焦点を

合わせる必要はありません。

シングルAF  — シャッターボタンを

半分押したときにのみ焦点を合わせます。
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カメラのさまざまな利用方法
設定メニューオプション

 設定

設定メニューのすべての設定は、変更するまで有効です。

設定 アイ

コン

設定値／内容

LCD輝度

液晶モニターの明るさを

調整します。

 1、2、3（出荷時設定）、4、または5

画像保管場所

画像と動画の保管場所を

選択します。

この設定は、お気に入り

モードでは使用できません。

オート（出荷時設定）— カメラにカー

ドが装着されている場合はカードを使用

します。カードが装着されていない場合

は内蔵メモリーを使用します。

内蔵メモリー  — カードが装着され

ている場合でも常に内蔵メモリーを使用

します。

アルバム設定

（静止画、動画）

アルバムの名前を

選択します。

画像または動画を撮影する前にアルバム

名を選択します。撮影したすべての画像

または動画にそのアルバム名が指定

（タグ付け）されます。66ページを参照

してください。

AF補助光LED
光線が短時間放射され、

被写体を明るく照らします。

光の弱い場所でもきちんと

焦点を合わせることができ

ます。

オン（出荷時設定） 
オフ
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カメラのさまざまな利用方法
MFアシストAF
マニュアルフォーカス

リングを使用して、オート

フォーカス（AF）をさらに

調整します。38ページを

参照してください。

オン

オフ（出荷時設定）

赤目軽減

画像の赤目は自動的に補正

されます。赤目軽減機能は

フラッシュモード設定でも

使用できます。41ページを

参照してください。

プレ発光のみ（出荷時設定）

プレ発光＆オート強制

オート強制のみ

AE/AFロックボタンの設定 
ボタンの動作を選択します。

AEロック（出荷時設定）

AFロック

AE/AFロック 
36ページを参照してください。

プログラムボタンの設定

（撮影）

撮影モードで、よく使用す

るカメラ設定へのショート

カットを設定できます。

39ページを参照してください。

プログラムボタンの設定

（再生）

再生モードで、よく使用

する再生設定へのショート

カットを設定できます。

39ページを参照してください。

設定 アイ

コン

設定値／内容
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カメラのさまざまな利用方法
縦横補正

上下が正しく表示されるよ

うに画像の向きを設定しま

す。静止画の撮影時のみ有

効です。

オン（出荷時設定） 
オフ

クイックビュー  
クイックビューの設定オン

またはオフに変更します。

詳しくは7ページを参照して

ください。

オン（出荷時設定）

オフ 

カメラ操作音

全体のサウンドテーマや

個々のサウンドを選択し

ます。

テーマ（出荷時設定）全体に適用され

ます。 
シャッター

セルフタイマー

エラー

音量

すべてのサウンドをオフに

するか、音量レベルを選択

します。

オフ 
低

中（出荷時設定）

高

モードテキスト

モードの説明を表示します。

（SCNモードの説明は常に

表示されます）。

オン（出荷時設定） 
オフ

設定 アイ

コン

設定値／内容
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カメラのさまざまな利用方法
アクセサリーレンズ

アクセサリーレンズを使用

する場合は、焦点が合って

いるか確認してください。

オン

オフ（出荷時設定） 

日付／時刻

日付と時刻を設定します。

4ページを参照してください。

ビデオ出力 
カメラをテレビなどの外部

の機器に接続できるように、

地域の設定を選択します。

NTSC（出荷時設定）— 北米と日本で

使用される最も一般的な形式です。

PAL — ヨーロッパと中国で使用され

ます。

外部フラッシュ 
外部フラッシュ設定を選択

します。

外部フラッシュのみ

内部＆外部 フラッシュ（出荷時設定）

EVF/LCDスタンバイ

EVF／液晶モニターの表示時

間を選択します。

15または30秒

1分（出荷時設定）

2分

自動電源オフ

カメラの電源がオフになる

時間を選択します。

3分（出荷時設定）

5、10、15、または30分

言語 
使用する言語を選択します。

4ページを参照してください。

カメラのリセット

撮影の全設定をカメラの

出荷時設定に戻します。

オート、SCN（シーン）、およびPASMの

各モードの設定が出荷時設定にリセット

されます。Cモードの設定はそのまま

維持されます。

設定 アイ

コン

設定値／内容
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カメラのさまざまな利用方法
フォーマット

注意 :
フォーマットを行うと、

保護されているものを含む

すべての画像と動画が削除

されます。フォーマット中

にカードを取り出すと、

カードが破損する場合が

あります。

 メモリーカード — カードの内容を

すべて削除し、カードをフォーマット

します。

やめる — 変更せずに終了します。

内蔵メモリー — Eメールアドレス、

アルバム名、お気に入りを含む内蔵メモ

リーの内容をすべて削除し、内蔵メモ

リーをフォーマットします。

カメラ情報

カメラの情報を表示します。

カメラの名前とファームウェアバー

ジョンを表示します。

設定 アイ

コン

設定値／内容
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カメラのさまざまな利用方法
PASMメニューオプションとCメニューオプション

 撮影+

これらの設定は、オートモード、SCN（シーン）モード、動画モードなどでは

使用できません。

設定 アイ

コン

設定値／内容

カスタムホワイト

バランス

補正 — 色をカスタム調整します。

登録 — ホワイトバランス設定を、カスタム

ホワイトバランス設定WB1、WB2、WB3とし

て保存します。

AFコントロール

オートフォーカス設定

を選択します。

この設定は、PASM
モードとCモードでは

変更するまで有効です。

コンティニュアスAF（出荷時設定）— カメ

ラは、常に焦点を合わせて画像を表示します。

このオプションを使用すると、電池が最も早

く消耗します。

シングルAF  — カメラは、シャッター

ボタンが半分押し下げられたときにのみ焦点

を合わせます。このオプションを使用しても、

電池をそれほど消耗しません。

オートフォーカス

大きな領域または密集

した領域に焦点を合わ

せます。

この設定は、PASM
モードとCモードでは

変更するまで有効です。

マルチAF（出荷時設定）— 9つのゾーンを

測定して中間的な焦点を設定します。一般的

な撮影に適しています。

センター AF — 撮影領域の中央を測定して

焦点を設定します。画像内の特定の領域に正

確に焦点を合わせる必要がある場合に適して

います。

セレクタブルAF —  を使用して、

フォーカスブラケットを25箇所のフォーカス

ゾーン（垂直位置： 5、水平位置： 5）のいず

れかに動かします。
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カメラのさまざまな利用方法
シャープネス

この設定は、PASM
モードとCモードでは

変更するまで有効です。

シャープ 
標準（出荷時設定）

ソフト 

コントラスト

この設定は、PASM
モードとCモードでは

変更するまで有効です。

高 
標準（出荷時設定）

低 

スローシンクロ設定

スローシンクロ設定

オプションを選択し

ます。［先幕シンクロ］

（出荷時設定）設定は、

フラッシュボタン

メニュー 41ページから

もアクセスできます。

この設定は、PASM
モードとCモードでは

変更するまで有効です。

先幕シンクロ（出荷時設定） — シャッ

ターが開いたときに同期します。夜景をバッ

クにした速いシャッター速度での撮影時に、

背景をさらに暗くしたい場合に最適です。

この機能は、遅いシャッター速度で背景を

ぼかし、フラッシュで被写体を明るく撮影す

ることができます。

先幕シンクロ赤目軽減  — 先幕シンクロ

と赤目軽減機能の両方を同時に設定します。

明るい夜景をバックにした人物の撮影に最適

です。背景を正確に撮影するとともに、赤目

を軽減できます。

後幕シンクロ  — シャッターが閉じると

きに同期します。シャッターが閉じる直前に

フラッシュが発光するため、背景に光の軌跡

が生じ、被写体の動きを自然に捉えることが

できます。

平らな場所または三脚の上にカメラを置き

ます。

設定 アイ

コン

設定値／内容
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カメラのさまざまな利用方法
静止画と動画の編集機能

Cモード設定

現在のカメラ設定を

カスタムモードに

コピーします。

3つのカスタムモードの中の1つのモードで

設定を保存します。

カスタム設定として保存できるのは、PASM
の設定のみです。

カスタム露出モード

任意の撮影露出モード

を選択します （カスタ

ムモード（29ページ）

を参照）

この設定は、変更する

まで有効です。

プログラム（出荷時設定） 
絞り優先 
シャッター優先

マニュアル  
カスタム（C）モードでのみ使用可能です。

設定 アイ

コン

設定値／内容

1

2

3

5

4

Menu（メニュー）ボタンを押します。Review（再生）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

OKボタンを押します。

以下のオプションから選択します。

 を動かして画像または動画を

選択します。

を動かして［編集］を選択

します。

静止画
動画

• トリミング
• サイズ変更

• 静止画の作成
• トリミング
• 切り取り
• 分割
• マージ
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カメラのさまざまな利用方法
通常に使用可能なRAWファイルのコピーの作成
この機能を使用すると、通常に使用可能なRAWファイルのコピーを作成し、

調整することができます。

元のファイルは変更されません。

注： これらのオプションは、50ページのメニューオプションとは異なります。

RAW現像オプション

ファイルタイプ コントラスト 

露出補正 ホワイトバランス 

カラーモード ホワイトバランス補正 

シャープネス 画像サイズ

Menu（メニュー）ボタンを押します。Review（再生）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

画面の指示に従います。

 を動かして画像を選択

します。

を動かして［RAWファイル］を

選択し、OKボタンを押します。
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カメラのさまざまな利用方法
画像情報／動画情報の表示

オプションの再生メニューの使用

再生モードでMenu（メニュー）ボタンを押すと、再生機能が表示されます。

• 表示 • スライドショー

• アルバム • コピー 

• 画像の保護 • RAW現像

• 編集 • 動画の日付表示

• 赤目軽減 • インデックス 

Review（再生）ボタンを押します。
（もう一度押すと終了します）。

 を動かして画像または

動画を選択します。

を繰り返し押すと、画像／

動画情報が表示されます。
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画像と動画のコピー
画像や動画をカードから内蔵メモリーにコピーしたり、内蔵メモリーからカー

ドにコピーすることができます。

コピーする前の確認事項

■ カードがカメラに装着されていることを確認します。

■ カメラの画像保管場所が、コピー元の場所に設定されていることを確認し

ます。画像保管場所（54ページ）を参照してください。

画像または動画をコピーする方法

1 Review（再生）ボタンを押し、Menu（メニュー）ボタンを押します。

2 を動かして［コピー］ を選択し、OKボタンを押します。

3 を動かしてオプションを選択します。

［この画像］または［この動画］— 現在の画像または動画をコピーします。

［終了］— Review（再生）メニューに戻ります。

［選択］— 選択された画像と動画を選択した保管場所から他の場所にコピー

します。

［すべて］— すべての画像と動画を選択した保管場所から他の場所にコピー

します。

4 OKボタンを押します。

注： 画像と動画は移動ではなくコピーされます。コピーした後に画像と動画を

元の場所から削除するには、それらを削除します（18ページを参照）。

プリント、Eメール、またはお気に入り用に設定した指定や、 保護の設定

はコピーされません。画像または動画に保護の設定を適用する方法につい

ては、17ページを参照してください。
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スライドショーの実行
スライドショーを使用すると、複数の画像や動画を液晶モニターに次から次へ

と表示することができます。テレビまたは他の外部装置でスライドショーを実

行する方法については、66ページを参照してください。電池を節約するために、

別売のKodak 5V ACアダプターを使用してください （www.kodak.co.jpを参照）。

スライドショーの開始

1 Review（再生）ボタンを押し、Menu（メニュー）ボタンを押します。

2 を動かして［スライドショー］ を選択し、OKボタンを押します。

3 を動かして［開始］オプションを選択し、OKボタンを押します。

各画像と動画は、1回ずつ表示されます。

スライドショーを中止するにはOKボタンを押します。

スライドショーの表示間隔の変更

各画像の表示間隔の出荷時設定は5秒間です。表示間隔を3～60秒に設定する

ことができます。

1 ［スライドショー］メニューで を動かして［間隔］を選択し、OKボタン

を押します。

2 表示間隔を選択します。

秒数をすばやく変更するには を押したままにします。

3 OKボタンを押します。

間隔の設定は、変更するまで有効です。
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スライドショーの繰り返し再生

［繰り返し］をオンにすると、スライドショーが何度も繰り返されます。

1 ［スライドショー］メニューで を動かして［繰り返し］を選択し、

OKボタンを押します。

2 を動かして［オン］を選択し、OKボタンを押します。

［繰り返し］を選択すると、スライドショーは、OKボタンを押すか、電池が

切れるまで繰り返し再生されます。［繰り返し］機能は、設定を変更するま

で有効です。

画像と動画のテレビでの表示

オーディオ／ビデオケーブルを使用して、テレビ、コンピュータのモニター、

またはビデオ入力のある任意の機器に画像と動画を表示することができます

（テレビ画面上では、コンピュータのモニター上やプリント時よりも画質が低下

する場合があります）。

注： ［ビデオ出力］の設定（NTSC または PAL）が正しいことを確認します（57
ページを参照）。スライドショーの実行中にケーブルを抜き差しすると、

スライドショーが停止します。

1 A/Vケーブルを、カメラのA/V出力／USB端子からテレビのビデオ入力端子

（黄色）とオーディオ入力端子（白）に接続します。詳しくは、テレビの

取扱説明書を参照してください。

2 画像や動画、スライドショーをテレビで再生できます。

アルバム名の事前設定
［アルバム設定］機能を使うと、画像または動画を撮影する前にアルバム名を選

択することができます。撮影したすべての画像または動画にそのアルバム名が

指定（タグ付け）されます。
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カメラのさまざまな利用方法
1. コンピュータでの操作

このカメラに付属のKodak EasyShareソフトウェアを使用して、コンピュータ上

でアルバム名を作成します 次にカメラをコンピュータに接続したときに、最大

32個のアルバム名をアルバム名のリストにコピーできます。詳しくは、Kodak
EasyShareソフトウェアのヘルプを参照してください。

2. カメラでの操作

1 任意のモードでMenu（メニュー）ボタンを押します。

2 を動かして［設定］ を選択します。

3 を動かして［アルバム設定］ を選択し、OKボタンを押します。

4 を動かしてアルバム名を選択し、OKボタンを押します。手順を繰り返

して、画像または動画のアルバムを指定します。

選択したアルバムにはカラーボックスが表示されます。

5 アルバムの選択を解除するには、アルバム名を選択してOKボタンを押します。

すべてのアルバムの選択を解除するには、［指定の取り消し］を選択します。

6 ［終了］を選択してOKボタンを押します。

7 Menu（メニュー）ボタンを押してメニューを終了します。

選択は保存されます。アルバムの選択状況は画面に表示されます。アルバム

名の後にプラス（+）記号が付いている場合は、複数のアルバムが選択され

ていることを示します。

3. コンピュータへの転送

指定した（タグ付けされた）画像や動画をコンピュータに転送すると、Kodak
EasyShareソフトウェアによって画像が開かれ、適切なアルバムに分類されます。

詳しくは、Kodak EasyShareソフトウェアのヘルプを参照してください。
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カメラのさまざまな利用方法
画像または動画のアルバムの指定

再生モードでアルバム機能を使用すると、カメラ内の画像や動画のアルバム名

を指定（タグ付け）することができます。

1. コンピュータでの操作

カメラに付属のKodak EasyShareソフトウェアを使用して、コンピュータ上でア

ルバム名を作成し、最大32個のアルバム名をカメラの内蔵メモリーにコピーで

きます。詳しくは、Kodak EasyShareソフトウェアのヘルプを参照してください。

2. カメラでの操作

1 Review（再生）ボタンを押し、画像または動画を選択します。

2 Menu（メニュー）ボタンを押します。

3 を動かして［アルバム］ を選択し、OKボタンを押します。

4 を動かして［画像］、［動画］、［選択］、または［全て］を選択し、

OKボタンを押します。

5 を動かしてアルバムフォルダを選択し、OKボタンを押します。

1つの画像または動画を指定した場合は、ジョイスティック を動かして

画像を変更し、他の画像を同じアルバムに追加することができます。追加す

る画像が表示されたらOKボタンを押します。

複数のアルバムに画像を追加するには、各アルバムについて手順5を繰り

返します。

画像の横にアルバム名が表示されます。アルバム名の後にプラス（+）記号が

付いている場合は、複数のアルバムに画像が追加されていることを示します。

アルバムの選択を解除するには、アルバム名を選択してOKボタンを押します。

すべてのアルバムの選択を解除するには、［指定の取り消し］、［終了］を選択

し、OKボタンを押します。

3. コンピュータへの転送

指定した（タグ付けされた）画像や動画をコンピュータに転送すると、Kodak
EasyShareソフトウェアによって画像や動画が開かれ、適切なアルバムに分類さ

れます。詳しくは、Kodak EasyShareソフトウェアのヘルプを参照してください。
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カメラのさまざまな利用方法
画像の共有
コンピュータに転送した画像や動画を共有するには、次のオプションを使用し

ます。

■   プリント指定（69ページ）

■   Eメール指定（70ページ）

■  お気に入り指定（71ページ）

画像や動画を指定できるタイミング

次のタイミングで、Share（シェア／共有）ボタンを押して画像や動画を指定

します。

■ 常時 （最後に撮影した画像または動画が表示されます）。

■ 画像や動画の撮影直後のクイックビュー時（7ページを参照）。

■ Review（再生）ボタンを押した後（13ページを参照）。

プリントする画像の指定

1 Share（シェア／共有）ボタンを押します。 を動かして画像を選択します。

2 を動かして［プリント指定］ を選択し、OKボタンを押します。*

3 を動かして［画像］、［動画］、［選択］、または［全て］を選択し、

OKボタンを押します。

4 を動かしてプリント数（0～99）を選択します。0を選択すると、その

画像の指定は削除されます。

画面にアイコンが表示されます。出荷時設定は1枚です。

5 を動かして画像を選択します。プリント数をそのままにするか、 を

動かして変更します。必要なプリント数が画像に適用されるまでこの手順を

繰り返します。
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カメラのさまざまな利用方法
6 OKボタンを押します。Share（シェア／共有）ボタンを押してメニューを

終了します。

* 保管場所内のすべての画像からプリント指定を削除するには、［プリント

指定取消］を選択して、OKボタンを押します。［全て取り消し］はクイック

ビューでは使用できません。

指定された画像のプリント

指定された画像をコンピュータに転送すると、Kodak EasyShareソフトウェアの

プリント画面が表示されます。プリントについては、Kodak EasyShareソフトウェア

の［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。

コンピュータ、プリンタードック、PictBridge対応プリンター、カードからの

プリントについては、22ページを参照してください。

注： 10×15 cmのプリントで最高の画質を得るためには、 カメラを［7.1 MP（3:2）］
に設定します。

Eメールで送信する画像と動画の指定

1. コンピュータでの操作

Kodak EasyShareソフトウェアを使用して、コンピュータ上でEメール用のアドレス

帳を作成します。最大32個のEメールアドレスをカメラの内蔵メモリーにコピー

します。詳しくは、Kodak EasyShareソフトウェアの［ヘルプ］ボタンをクリック

してください。

2. カメラでの画像や動画の指定

1 Share（シェア／共有）ボタンを押します。 を動かして画像や動画を選択

します。

2 を動かして［Eメール］ を選択し、OKボタンを押します。

3 を動かして［画像］、［動画］、［選択］、または［全て］を選択し、

OKボタンを押します。

4 を動かして Eメールアドレスを選択し、OKボタンを押します。

OKボタンをもう一度押すと選択が解除されます。
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カメラのさまざまな利用方法
1つの画像または動画を指定した場合は、同じアドレスを持つ他の画像／

動画を指定し、を押します。 を動かして変更します。該当する画像が

表示されたらOKボタンを押します。

画像や動画を複数のアドレスに送信するには、アドレスごとに手順4を繰り

返します。

選択したアドレスの横には、終了時にカラーボックスが表示されます。

5 選択を解除するには、チェックマークの付いたアドレスを選択してOKボタン

を押します。すべての Eメールアドレスの選択を解除するには、［指定の

取り消し］を選択します。

6 を動かして［終了］を選択し、OKボタンを押します。

7 Share（シェア／共有）ボタンを押してメニューを終了します。

3. 転送およびEメール

指定された画像や動画をコンピュータに転送すると、Eメール画面が表示され、

指定したアドレスに画像や動画を送信することができます。詳しくは、Kodak
EasyShareソフトウェアの［ヘルプ］ボタンをクリックしてください。

お気に入りの画像の指定

お気に入りの画像をカメラの内蔵メモリー内のお気に入り セクションに

保存すると、友人や家族と共有することができます。

注： カメラからコンピュータに画像を転送する場合、お気に入りを含むすべての

画像はフルサイズでコンピュータに保存されます。元の画像よりサイズの

小さいお気に入りの画像は、カメラの設定に応じてカメラに読み込まれ、

画像を共有して楽しむことができます。
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カメラのさまざまな利用方法
お気に入りの画像は次の4つの手順で簡単に共有できます。

1.画像を撮影します。

2.お気に入りと

して画像を指定

します。

1 Share（シェア／共有）ボタンを押します。 を動かして

画像を選択します。

2 を動かして［お気に入り］ を選択し、OKボタンを

押します。

3 を動かして［画像］、［選択］、または［全て］を

選択し、OKボタンを押します。

画面にアイコンが表示されます。指定を削除するには、

手順2を繰り返します。Share（シェア／共有）ボタンを

もう一度押すと終了します。

3.コンピュータ

に画像を転送

します。

1 すべての機能を利用するには、このカメラに付属の

EasyShareソフトウェアをインストールして使用してくだ

さい（19ページを参照）。

2 USBケーブル（20ページを参照）または EasyShareドックを

使用して、カメラをコンピュータに接続します。

初めて画像を転送する場合は、ソフトウェアが起動され、

お気に入りの画像を選択することができます。この操作

によって、画像がコンピュータに転送されます。元の画

像よりサイズの小さいお気に入りの画像は、カメラの内

蔵メモリーのお気に入りセクションに読み込まれます。

4.カメラで

お気に入りを

表示します。

1 モードスイッチを回してお気に入り の位置にします。

2  を動かしてお気に入りを選択します。

お気に入りモードを終了するには、モードダイヤルを

回して他の位置にします。
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カメラのさまざまな利用方法
注： カメラに保管できるお気に入りの数には制限があります。EasyShareソフト

ウェアの［カメラのお気に入り］を使用して、カメラのお気に入りセク

ションのサイズをカスタマイズします。お気に入りとして指定された動画

は、EasyShareソフトウェアの［お気に入り］フォルダに残り、カメラには

転送されません。詳しくは、Kodak EasyShareソフトウェアの［ヘルプ］

ボタンをクリックしてください。

お気に入りの再生設定の変更

お気に入りモードでMenu（メニュー）ボタンを押すと、オプション設定が表示

されます。

注： 7.1 MP（3:2）で撮影された画像は、3:2の比率で表示され、画面の上部が

黒く表示されます。

カメラからのすべてのお気に入りの消去

撮影用の内蔵メモリーを増やすには、カメラからお気に入りを消去してください。

1 モードスイッチを回してお気に入り の位置にします。

2 Menu（メニュー）ボタンを押します。

3 を選択してOKボタンを押します。

内蔵メモリーのお気に入りセクションに保管されているすべての画像が消

去されます。お気に入りは、次回画像をコンピュータに転送したときに復元

されます。

4 Menu（メニュー）ボタンを押してメニューを終了します。

表示（14ページ） すべてのお気に入りを消去

（73ページ）

スライドショー

（65ページ）

インデックス（14ページ）
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お気に入りをカメラに転送しないようにする

1 Kodak EasyShareソフトウェアを起動します。［マイコレクション］タブを

クリックします。

2 アルバムビューに進みます。

3 カメラの［カメラのお気に入りアルバム］をクリックします。

4 ［アルバムの消去］をクリックします （元の画像は変更されません）。

次回画像をカメラからコンピュータに転送するときは、カメラのお気に入り

ウィザード／アシスタントを使用して、カメラのお気に入りアルバムを再作

成するか、カメラのお気に入り機能をオフにします。

お気に入りのプリント

1 モードスイッチを回してお気に入り の位置にします。 を動かして

画像を選択します。

2 Share（シェア／共有）ボタンを押します。

3 ［プリント指定］ を選択し、OKボタンを押します。

4 を動かして［画像］、［動画］、［選択］、または［全て］を選択し、

OKボタンを押します。

5 を動かして［プリント数］を選択し、OKボタンを押します。

画面にアイコンが表示されます。

注： このカメラで撮影したお気に入りは、10×15 cmまでのプリントに適して

います（本カメラ以外から取り込んだものは除く）。

お気に入りのEメールでの送信

1 モードスイッチを回してお気に入り の位置にします。 を動かして

画像を選択します。

2 Share（シェア／共有）ボタンを押します。

3 ［Eメール指定］ を選択し、OKボタンを押します。

4 を動かして［画像］、［動画］、［選択］、または［全て］を選択し、

OKボタンを押します。
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5 を動かして複数のアドレスを選択し、OKボタンを押します。

選択したアドレスの横にカラーボックスが表示され、ステータス領域に

Eメールアイコンが表示されます。

注： このカメラで撮影したお気に入りは、10×15 cmまでのプリントに適して

います（本カメラ以外から取り込んだものは除く）。
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5 トラブルシューティング
（こんなときは？）

カメラに関して
詳細な製品サポートについては、www.kodak.com/go/p880supportにアクセスして、

［Getting Service & Repairs］を選択してください。

現象 解決方法（以下のいずれかの方法を試してください）

カメラの電源が

オンにならない

■ 電池を取り外して、電池の種類が正しいことを確認し、
再度装着してください。

■ 充電済み電池を装着してください。

■ カメラをKodak 5V ACアダプター（別売）に接続して、
もう一度やり直してみてください。電池について詳し
くは2ページを参照してください。

カメラの電源が

オフにならない 

カメラのボタンと

コントローラが

機能しない

EVF／液晶モニ

ターが真っ暗に

なっているか

オンにならない 

■ レンズキャップを取り外してください。

■ EVF／ LCD切り替えボタンを押して、画面を切り替えて
ください。

■ 任意のボタンを押して、EVF／ LCD画面のスリープ状態
を解除してください。

■ カメラの電源をいったんオフにしてからもう一度オンに
してください。

再生モードで、

画像の代わりに

青い画面または

黒い画面が表示

される

■ すべての画像をコンピュータに転送してください
（20ページを参照）。

■ もう一度画像を撮影してください。問題が解決しない
場合は、内蔵メモリーまたは別のメモリーカードを使用
してみてください。すべての画像をダウンロードして
から、カードをフォーマットしてください。その後、
そのカードをもう一度カメラで使用してみてください。
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トラブルシューティング（こんなときは？）
画像を撮影しても

残り枚数が減ら

ない

■ そのまま撮影を続けてください。カメラは正常に動作
しています

（カメラでは、各画像の撮影後に、画像サイズと内容に

基づいた残りの撮影可能枚数が概算されます）。

画像の向きが

正しくない

■ 縦横補正をオンにしてください（56ページ）。

外部フラッシュが

発光しない

■ フラッシュユニットを開けてください（11ページ）。

■ フラッシュの設定を確認して、必要な場合は変更して
ください（41ページ）。

フラッシュが

発光しない

■ フラッシュユニットの電源をオンにしてください。

■ 充電済み電池を装着してください。

画像保管場所が

ほとんどまたは

完全にいっぱいで

ある 

■ 画像をコンピュータに転送してください（20ページ）。

■ カードから画像を削除するか、新しいカードを装着して
ください（18ページ）。

■ 画像保管場所を内蔵メモリーに変更してください
（54ページの表を参照）。

画像を

撮影できない

■ カメラの電源をいったんオフにしてからもう一度オンに
してください。

■ シャッターボタンを完全に押し下げてください
（6ページ）。

■ 充電済み電池を装着してください（3ページ）。

■ メモリーがいっぱいです。画像をコンピュータに転送
する（20ページ）、カメラまたはカードから画像を削除
する（18ページ）、画像保管場所を変更する、新しい
カードを挿入するのいずれかを実行してください。

現象 解決方法（以下のいずれかの方法を試してください）
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トラブルシューティング（こんなときは？）
EVF／液晶モニ

ターにエラー

メッセージが

表示される

■ カメラの電源をいったんオフにしてからもう一度オンに
してください。

■ 画面に表示される指示に従ってください。エラー番号が
表示された場合はその番号を書き留めた後、カメラの電
源をいったんオフにしてから再びオンにしてください。

■ メモリーカードをカメラから取り出すか、画像をダウン
ロードしてからカードをフォーマットしてください。
その後、そのカードをもう一度カメラで使用してみてく
ださい。

■ 電池を取り外し、きれいな乾いた布で接触部分を拭いて
ください（96ページ）。もう一度電池を装着してくだ
さい。

■ その他の故障については、カスタマーサポートに問い
合わせてください（84ページを参照）。

メモリーカードが

認識されない、

またはメモリー

カードを挿入する

とカメラがまった

く動作しなくなる

■ カードが壊れている可能性があります。カメラに挿入
されているカードをフォーマットしてください
（5ページを参照）。フォーマットするとデータは消去
されます。

■ 別のメモリーカードを使用してください。

現象 解決方法（以下のいずれかの方法を試してください）
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トラブルシューティング（こんなときは？）
コンピュータ／接続に関して

現象 解決方法（以下のいずれかの方法を試してください）

コンピュータが

カメラと通信

しない

■ 充電済み電池を装着してください（3ページ）。

■ カメラの電源をオンにします。

■ 適切なUSBケーブルがカメラとコンピュータポートに
しっかりと接続されていることを確認してください
（20ページ）。（EasyShareドックを使用している場合は、
すべてのケーブル接続を確認してください。カメラが
ドックにしっかりとセットされていることを確認して
ください）。

■ EasyShareソフトウェアがインストールされていることを
確認してください（19ページ）。

画像が

コンピュータに

転送されない

■ EasyShareソフトウェアの［ヘルプ］ボタンをクリック
してください。

スライドショー

が外部ビデオ

装置で実行され

ない

■ カメラのビデオ出力設定（NTSCまたはPAL）を調節して
ください（54ページの表を参照）。

■ 外部装置の設定が正しいことを確認してください（外部
装置の取扱説明書を参照）。
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トラブルシューティング（こんなときは？）
画質に関して

現象 解決方法（以下のいずれかの方法を試してください）

画像が暗すぎるか、

露出が不足して

いる

■ 適度な明るさの場所にカメラを移動してください。

■ 強制発光（41ページ）を使用するか、被写体を後ろに
光がない位置に移動してください。

■ 被写体がフラッシュの有効範囲内に入るように移動
してください（11ページ）。

■ 露出と焦点を自動的に設定するには、シャッター
ボタンを半分押した状態にします。AF/AEインジケータ
が緑色に変わったら、シャッターボタンを完全に押し
下げて撮影します。

■ Pモードを使用して露出補正とフラッシュ補正を調整
してください（43ページ）。

■ Pモード（43ページ）とセレクタブルAF（59ページの
表を参照）を使用してください。

画像が明るすぎる

（露出過多）

■ 光の弱い場所にカメラを移動してください。

■ フラッシュをオフにしてください（11ページ）。

■ 被写体がフラッシュの有効範囲内に入るように移動し
てください（11ページ）。

■ 露出と焦点を自動的に設定するには、シャッター
ボタンを半分押した状態にします。AF/AEインジケータ
が緑色に変わったら、シャッターボタンを完全に押し
下げて撮影します。

■ Pモードを使用して露出補正とフラッシュ補正を調整
してください（43ページ）。
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トラブルシューティング（こんなときは？）
ダイレクトプリント（PictBridge）に関して

画像が鮮明でない ■ 露出と焦点を自動的に設定するには、シャッター
ボタンを半分押した状態にします。AF/AEインジケータ
が緑色に変わったら、シャッターボタンを完全に押し
下げて撮影します。

■ レンズを拭いてください（98ページ）。

■ 被写体との距離がマクロAF設定、フラワーのマクロ
モード設定の範囲外の場合は、カメラがマクロAF
モードになっていないことを確認してください。

■ 被写体との距離が望遠撮影可能範囲外の場合は、
カメラが望遠モードになっていないことを確認して
ください。

■ 特に、ズームを高倍率に設定している場合や光の弱い
場所では、安定した平らな場所にカメラを置くか、
三脚を使用してください。

現象 解決方法

目的の画像が見つから

ない

■ ダイレクトプリントメニューを使用して、
画像保管場所を変更してください。

ダイレクトプリント

メニュー表示がオフに

なる

■ メニューを再表示するには任意のボタンを
押してください。

画像をプリントできない ■ カメラとプリンターの接続を確認してください
（22ページ）。

■ プリンターとカメラの電源を確認してください
（22ページ）。

カメラまたはプリンター

にエラーメッセージが

表示される

■ 指示に従って問題を解決してください。

現象 解決方法（以下のいずれかの方法を試してください）
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トラブルシューティング（こんなときは？）
問題が解決しない場合

www.kodak.co.jpまたは83ページを参照してください。

ダイレクトプリントに関する問題は、プリンターの製造会社に問い合わせてく

ださい。
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6 サポート情報

役に立つリンク集

カメラ 製品に関するサポート情報

（FAQ、トラブルシューティング

情報など）

www.kodak.co.jp

最新のカメラ用ファームウェアと

ソフトウェアのダウンロード

www.kodak.co.jp 

ソフト

ウェア

EasyShareソフトウェアに関する情報 www.kodak.co.jp
（またはEasyShareソフトウェア

の［ヘルプ］ボタンをクリック）

その他 その他のカメラ、ソフトウェア、

アクセサリーなどに関するサポート

情報

www.kodak.co.jp

Kodak EasyShareプリンタードックに

関する情報

www.kodak.co.jp

カメラのユーザー登録 www.kodak.co.jp/go/register
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サポート情報
電話によるカスタマーサポート
ソフトウェアまたはカメラの操作に関するご質問は、デジタルサポートセン

ター担当者にお問い合わせください。電話をかける前に、カメラまたはドック

をコンピュータに接続しておいてください。次の情報を用意して、コンピュー

タのそばから電話をかけてください。

■ コンピュータのモデル、

オペレーティング システム

■ プロセッサータイプおよび

速度（MHz）

■ メモリー容量（MB）と

ハードディスクの空き容量

■ カメラのシリアル番号

■ Kodak EasyShareソフトウェアの

バージョン

■ 表示されたエラーメッセージ

オーストラリア 1800 147 701 オランダ 020 346 9372

オーストリア 0179 567 357 ニュージーランド 0800 440 786

ベルギー 02 713 14 45 ノルウェー 23 16 21 33

ブラジル 0800 150000 フィリピン／

マニラ中心部

1 800 1 888 9600
／632 6369600

カナダ 1 800 465 6325 ポーランド 00800 441 1625

中国 800 820 6027 ポルトガル 021 415 4125

デンマーク 3 848 71 30 シンガポール 800 6363 036

インドネシア 001 803 631 0010 スペイン 91 749 76 53

アイルランド 01 407 3054 スウェーデン 08 587 704 21

フィンランド 0800 1 17056 スイス 01 838 53 51

フランス 01 55 1740 77 台湾 0800 096 868

ドイツ 069 5007 0035 タイ 001 800 631 0017

ギリシア 00800 441 40775 トルコ 00800 448 827073

香港 800 901 514 英国 0870 243 0270
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サポート情報
www.kodak.com/go/dfiswwcontactsを参照してください。 

インド 91 22 617 5823 米国（フリーダイヤル）

／（有料）

1 800 235 6325
／585 781 6231イタリア 02 696 33452

日本 03 5540 9002 国際有料電話番号 +44 131 458 6714

韓国 00798 631 0024 国際有料ファックス番号 +44 131 458 6962
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7 付録

カメラの仕様
詳細な仕様については、www.kodak.co.jpを参照してください。

Kodak EasyShare P880 ズームデジタルカメラ

CCD（電荷結合素子）

CCD 1/1.8型 CCD、8.3 MP、比率4:3

出力画像サイズ 3264×2448（8.0 MP） 
3264×2176（7.1 MP）、比率3:2 
2560×1920（5.0 MP） 
2048×1536（3.1 MP） 
1024×768（0.8 MP）  

表示

液晶モニター 2.5型 カラーハイブリッド液晶モニター、

480×240（11.5万画素）

カラービュー

ファインダー－

電子式（EVF）

LCDと EVFを同時に使用することはできません。

23.7万画素

プレビュー

（LCD／ EVF）
フレーム速度： 30 fps、視野率： 100%

レンズ

撮影レンズ

（光学ズーム）

5.8X光学ズーム、F2.8/4.1～ F8.0
（35 mm換算： 24～140 mm）

デジタルズーム 1.4倍および2倍 

2つのズーム設定を

組み合わせた場合

12倍
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付録
フォーカス

システム

TTL–AF： マルチAF、センター AF、セレクタブルAF。
操作範囲：

5 cm～無限遠（広角の場合）

25 cm～無限遠（望遠の場合） 
25～50 cm（望遠マクロの場合）

レンズフード あり

レンズの保護 移動式レンズカバー用の溝にレンズキャップを装備

レンズの溝 あり（固定式および移動式レンズカバー用）

露出

測光方式 TTL-AE： マルチ測光、中央重点測光、スポット測光、

セレクタブル

露出補正 ± 2.0 EV（1/3 EVステップ）

測光

ブラケティング

画像3枚または5枚（1/3、2/3、1.0 EVステップから選択

可能）

AE/AFロック シャッターボタンを押されたかどうかにかかわらず、

AEまたはAFをロック

シャッター速度 CCD電子シャッター付きメカニカルシャッター

オート： 1/2～1/4000秒  
マニュアル（S、Mモード）： 16～1/4000秒

ISO感度 オート設定、マニュアル設定 ISO 50～400（0.8 MPの画像

サイズでは使用不可）、ISO 400～1600は、画像サイズが

0.8 MPの場合にのみ使用可能。

フラッシュ

内蔵フラッシュ ガイドナンバー 9（ISO 100）
操作範囲：

0.5～4.0 m（広角の場合）

0.5～3.0 m（望遠の場合）

Kodak EasyShare P880 ズームデジタルカメラ
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付録
外部フラッシュ Kodak外部フラッシュユニットを使用した場合の

フラッシュ範囲

ガイドナンバー 24（操作範囲8.6 m、ISO 100、F2.8、
広角の場合）

ガイドナンバー 40（操作範囲9.8 m、ISO 100、F4.1、
望遠の場合）

フラッシュ補正 –1～+1 EV（0.3 EVステップ）

ホットシュー あり

先幕／

後幕シンクロ

スローフラッシュ設定の場合にのみ使用可能 

撮影

撮影モード オート、ポートレート、遠景、フラワー、SCN（8種類）、

PASM、C、動画

連写モード ファースト、ラスト、インターバル撮影。

約2.3コマ／秒

動画撮影 VGA（640×480）、30フレーム／秒

QVGA（320×240）、30フレーム／秒

画像のファイル

フォーマット

静止画 JPEG： EXIF 2.21（高画質圧縮、標準圧縮、

低画質圧縮）

ファイル構成DCF
静止画RAW： ファイル構成Kodakオリジナル

静止画 TIFF： TIFFフォーマット

動画： QuickTimeフォーマット（Motion–JPEG）

手ぶれ補正 なし

Kodak EasyShare P880 ズームデジタルカメラ
88 www.kodak.co.jpJA



付録
内部メモリー／

リムーバブル

32 MB内蔵メモリー／画像保管場所としては30 MB使用

可能（1 MBを100万バイトとして換算）。別売のMMC
または SDカード （SDロゴは SD Card Associationの
商標です）。

画像容量 6枚（800万画素、高画質圧縮モード、比率4:3の JPEG
画像を内蔵メモリーに保管する場合）

静止画像バッファ 32 MB内蔵メモリー

再生

クイックビュー あり

動画出力 NTSCまたはPAL

電源

Kodakリチウムイオン充電式電池KLIC-5001（または同等）、

5V ACアダプター（別売）

コンピュータ／テレビとの通信

USB 2.0（PIMA 15740プロトコル）、USB ケーブル（8ピン、モデルU-8）、
EasyShareカメラドックまたはプリンタードック、AVケーブル（8ピン、

モデルAV-8）経由

その他の機能

PictBridge対応 あり

セルフタイマー あり。2秒または10秒

サウンドフィード

バック

シャッター、セルフタイマー、エラー／警告、

サウンドテーマ

ホワイトバランス オート、昼光、白熱灯、蛍光灯、曇り、晴天日陰、

サンセット、クリックWB、カスタムWB1、WB2、WB3 

電源自動オフ 3分（出荷時設定）、5分、10分、15分、30分から

選択可能

Kodak EasyShare P880 ズームデジタルカメラ
www.kodak.co.jp  89JA



付録
カラーモード ヴィヴィッドカラー、ナチュラルカラー、シックカラー、

白黒、セピア

シャープネス シャープ、標準、ソフト

コントラスト シャープ、標準、ソフト

日付写し込み なし、YYYY/MM/DD、MM/DD/YYYY、DD/MM/YYYY

三脚ねじ穴 1/4インチ金属製

動作温度 0～40℃  

大きさ 115.8 mm×97.0 mm×91.2 mm（広角ズーム使用時）

重さ 513 g（電池またはカードを装着していない場合）

Kodak EasyShare P880 ズームデジタルカメラ
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付録
保管容量
実際の保管容量は、被写体の構図、カードのブランドなどさまざまな要因によっ

て異なります。またはカードに他のファイルが含まれているかによって変わり

ます。保管可能な画像／動画の枚数／時間は撮影状況によって異なります。

画像保管容量－ JPEGスタンダード

画像保管容量－ JPEGベーシック

JPEG画像枚数

8.0 MP 7.1 MP（3:2）5.0 MP 3.1 MP 0.8 MP

32 MB内蔵メモリー 10 11 17 26 92

32 MB SD/MMC 9 11 15 24 86

64 MB SD/MMC 20 22 32 50 177

128 MB SD/MMC 40 46 65 101 357

256 MB SD/MMC 82 92 132 203 718

512 MB SD/MMC 165 185 265 408 1440

JPEG画像枚数

8.0 MP 7.1 MP（3:2）5.0 MP 3.1 MP 0.8 MP

32 MB内蔵メモリー 16 18 26 40 134

32 MB SD/MMC 15 17 24 37 125

64 MB SD/MMC 31 35 50 77 257

128 MB SD/MMC 64 72 102 156 518

256 MB SD/MMC 129 144 206 314 1042

512 MB SD/MMC 259 290 413 630 2090
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付録
画像保管容量－ JPEGファイン

画像保管容量－RAWおよびTIFF

JPEG画像枚数

8.0 MP 7.1 MP（3:2）5.0 MP 3.1 MP 0.8 MP

32 MB内蔵メモリー 6 6 9 15 56

32 MB SD/MMC 5 6 9 14 52

64 MB SD/MMC 11 13 18 28 107

128 MB SD/MMC 23 26 37 58 217

256 MB SD/MMC 46 52 75 117 436

512 MB SD/MMC 94 105 152 235 874

画質
モード

解像度 圧縮率 推定ファイル
サイズ（KB）

保管可能枚数

内蔵
32 MB

SDカード
32 MB 

8.0 MP 3264×2448 RAW 13962 2 2

TIFF 23464 1 1

7.1 MP（3:2） 3264×2176 TIFF 20862 1 1

5.0 MP 2560×1920 TIFF 14454 2 2

3.1 MP 2048×1536 TIFF 9270 3 3

0.8 MP 1024×768 TIFF 2358 13 12
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動画保管容量

節電機能

注： ［設定］メニューの［EVF/LCDスタンバイ］と［電源自動オフ］を参照して

ください（57ページ）。

動画の分数／秒数 

VGA（640×480） QVGA（320×240）

32 MB内蔵メモリー 14秒 56秒

32 MB SDまたはMMC 13秒 52秒

64 MB SDまたはMMC 26秒 1分 46秒

128 MB SDまたはMMC 54秒 3分 35秒

256 MB SDまたはMMC 1分 49秒 7分 12秒

512 MB SDまたはMMC 3分 39秒 14分 28秒

未使用時間 カメラの動作 オンに戻す方法

15秒、30秒、1分、2分 EVF／液晶モニターが

オフになります。

いずれかのボタンを押し

ます。

3、5、10、15、または

30分
オフになります。 カメラの電源をオフにし、

オンにします。
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アクセサリー 
アイテム 説明

Kodakレンズアダプター 市販の55 mm用レンズを装着でき

ます。

www.kodak.
com/go/
p880accessoriesKodak P20ズーム

フラッシュ

特殊なライティングを提供します。

カメラのホットシューに取り付け

ます。

Kodak 5V ACアダプター 電池の寿命を延ばします。画像の再

生や転送時に、カメラに差し込んで

使用します。

Schneider-Kreuznach Xenar 
1.4倍望遠レンズ

（55 mm）

高品質の1.4倍望遠レンズを使用す

ることによって、被写体にさらに近

づくことができます。

Schneider-Kreuznach Xenar 
0.7倍広角レンズ

（55 mm）

汎用性の高い0.7倍広角レンズを

使用することによって、視野が

30%広がります。

Kodak高性能シリーズ

デジタルカメラバッグ

おしゃれで丈夫なKodak EasyShare
シリーズデジタルカメラ専用バッグ

です。

Kodakリチウムイオン

充電式電池－KLIC-5001
この高容量の電池は最高300回まで

充電でき、1回の充電は3時間以内

に完了します。

KODAKリチウムイオン

充電式電池急速充電器

世界各地で使用可能な110～240V
対応の6種類のプラグを装備。

電池は別売です。

アクセサリーの全リスト（電池および充電器、カメラケース、

カートリッジ、および画像用紙キット、カメラドック、

プリンタードック、レンズなど）については、Kodakの
Webサイトを確認してください。
94 www.kodak.co.jpJA

http://www.kodak.com/go/p880accessories


付録
注： Kodak P880カメラには、52 mmのレンズ溝があり、52 mmのフィルターも

使用できます。

安全に関する重要事項

本製品の使用

■ Kodak製品をご使用になる前に以下の指示をお読みになり、指示に従ってく

ださい。安全に関する基本的な注意事項には必ず従ってください。

■ USB対応コンピュータのみを使用してください。詳しくは、コンピュータの

製造会社に問い合わせてください。

■ Kodakが推奨する付属アクセサリー（ACアダプターなど）以外のアクセサ

リーを使用すると、火事、感電、または負傷の危険性があります。

■ 本製品を航空機内で使用する場合は、航空会社の指示に従ってください。

注意 :
本製品は分解しないでください。製品内部にお客様が修理可能な部品

はありません。修理については、コダックデジタルサポートセンター

にお問い合わせください。本製品を液体、湿気、極度の高温／低温に

さらさないでください。Kodak ACアダプターおよび充電器は必ず屋内

で使用してください。本ユーザーガイドで指定されている以外の制御、

調整、または手順を行った場合、感電や電気的または機械的な危害を

招く恐れがあります。液晶モニターが破損した場合は、ガラスや液体

に触れないでください。コダックデジタルサポートセンターにご連絡

ください。
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電池の安全な取り扱い

注意 :
電池を取り出した後は冷ましてください。熱くなっている場合があり

ます。

■ 電池の製造元が提供する警告および指示をお読みになり、必ず従ってくだ

さい。

■ 爆発の危険性を避けるために、本製品での使用が認可されている電池を必ず

使用してください。

■ 電池は子供の手の届かないところに保管してください。

■ 硬貨などの金属に電池が触れないようにしてください。金属に触れると、

ショート、放電、または液漏れが発生したり、熱くなったりすることが

あります。

■ 電池を分解したり、向きを逆にして装着しないでください。また、液体、

湿気、火気、極度の高温／低温にさらさないでください。

■ 長期間に渡って本製品を使用しない場合は、電池を取り外してください。

万一、本製品内で電池が液漏れした場合は、修理が必要となります。

■ 万一、電池の液漏れが皮膚に触れた場合は、すぐに水で洗い流し、最寄り

の医療機関にご相談ください。

■ 不要になった電池は一般のゴミと一緒に捨てないでください。販売店に

お持ちいただくか、コダック守谷物流センターへお送りください。

コダック株式会社守谷物流センターバッテリーリサイクル係

〒302-0106 茨城県守谷市緑2-27-1
Tel：0297-45-6150

■ 充電式でない電池は充電しないでください。

電池については、www.kodak.co.jpを参照してください。
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電池に関する情報

交換可能な電池の種類と電池の寿命

実際の電池の寿命は、使い方によって異なる場合があります。

Kodakリチウムイオン充電式電池（KLIC-5001）以外の電池は使用しないでくだ

さい。一部の製造会社の3.7Vリチウムイオン充電式電池は、このカメラとの互

換性がありません。承認されていないアクセサリーの使用による損害は、保証

の対象外となります。

別売の電池： このカメラには、Kodakリチウムイオン充電式電池（KLIC-5000）を

使用できますが、電池の寿命は短くなります。カメラに付属しているKLIC-5001
（または同等の）電池を使用する場合に比べ、撮影可能枚数は約30%少なくな

ります。

電池を長持ちさせる

■ 次の操作を行うと電池が著しく消耗します。必要な場合以外はこれらの

操作を行わないようにしてください。

‐ 画像をカメラの液晶モニターで表示する（13ページを参照）。

‐ EVF画面の代わりにカメラの液晶画面をビューファインダーとして使用

する

‐ フラッシュ（41ページ）およびコンティニュアスAF（53ページ）を

必要以上に使用する 

■ 電池の接触部分に汚れがあると、電池の寿命に影響する場合があります。

電池をカメラに装着する前に、きれいな乾いた布で接触部分を拭いてくだ

さい。

0 400

 
リチウムイオン充電式電池

（1回の充電につき）

CIPA測定方法に基づく電池の寿命 （64 MB内蔵
メモリーを使用して、オートモードで撮影した
場合のおおよその画像枚数）

250～320
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■ 気温が5℃以下になると電池の効率が悪くなります。低温の場所でカメラを

使う場合は、予備の電池を持参し、冷えないように保管してください。

冷たくなって使用できなくなった電池は捨てないでください。室温に戻せば

再び使用できる場合があります。

次のアクセサリーについては、www.kodak.co.jpを参照してください。

Kodak EasyShareカメラドック — カメラへの電力の供給、コンピュータへの

画像の転送、およびKodakリチウムイオン充電式電池の充電を行います。

Kodak EasyShareプリンタードック — カメラへの電力の供給、 コンピュータ

を使用した（または使用しない）Lサイズのプリント、画像の転送、付属のKodak
リチウムイオン充電式電池の充電を行います。

Kodak 5V ACアダプター — カメラへの電力の供給を行います。

重要： Kodak EasyShareカメラドックまたはプリンタードックに付属の

ACアダプターは使用しないでください。

ソフトウェアとファームウェアのアップグレード
Kodak EasyShare ソフトウェアCD に添付されているソフトウェアとカメラの

ファームウェア（カメラ上で実行されているソフトウェア）の最新バージョンを

ダウンロードするには、 www.kodak.co.jpを参照してください。

その他の手入れとメンテナンス
■ 荒天時などでカメラ内部に水が入った場合は、カメラの電源をオフにし、

電池とカードを取り出してください。カメラを再び使用する前に、すべての

部品を24時間以上乾かしてください。

■ レンズまたは液晶モニターの埃や塵を軽く吹いて飛ばします。起毛のない

柔らかい布か、化学処理されていないレンズ用ティッシュでそっと拭きます。

クリーニング液を使用する場合は、カメラレンズ用のクリーニング液を使用

してください。日焼けローションなどの薬品が塗布面につかないように注意

してください。
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■ 国によってはサービス契約があります。詳しくは、Kodak製品取扱店に問い

合わせてください。

■ デジタルカメラの廃棄やリサイクル情報については、最寄りの自治体に問い

合わせてください。米国内の場合は、Electronics Industry AllianceのWebサイト

（www.eiae.org）またはKodak のWeb サイト（www.kodak.com/go/p880support）
を参照してください。

保証

限定保証

Kodakは、Kodak EasyShareデジタルカメラおよびアクセサリー（電池を除く）が

購入日から一年間、素材および製造上に起因する不具合がないことを保証します。

購入日が明記された保証書または領収書のオリジナルは保管しておいてくだ

さい。保証期間内の修理には、購入日の証明が必要になります。

限定保証の対象

この制限付きの保証は、Kodakデジタルカメラおよびアクセサリーを購入した

地域においてのみ有効です。 

保証期間中にKodak EasyShareデジタルカメラおよびアクセサリーが正しく機能

しない場合は、ここに記載した条件および制限付きで、それらを修理または交

換いたします。この修理サービスには、必要な調整や交換部品に加え、労務費

のすべてが含まれます。これらの修理または交換が唯一の保証手段となります。

修理に交換部品を使用する場合、それらの部品は再生品であったり、再製造さ

れた部品が含まれている可能性があります。製品全体を交換する必要のある場

合は、再生品と交換する可能性もあります。
www.kodak.co.jp  99JA

http://www.eiae.org
http://www.kodak.com/go/p880support


付録
制限

保証による修理の要請には、購入日が明記されたKodak EasyShareデジタルカメラ

またはアクセサリーの領収書のコピーなどの証明が必要になります （領収書の

オリジナルは記録として必ず保管しておいてください）。

この保証は、デジタルカメラまたはアクセサリーに使用されている電池には適用

されません。Kodakの管理の及ばない状況や、お客様がKodak EasyShareデジタル

カメラおよびアクセサリーのユーザーガイドの操作指示に従わなかったために

発生した問題は、この保証の対象外となります。

出荷による損傷、事故、改造、変更、認可されていない修理、誤用、乱用や、

互換性のないアクセサリーや機器と併用した場合、Kodakの操作、保守、開梱の

指示に従わなかった場合、Kodak提供の製品（アダプターやケーブル）を使用し

なかった場合に生じた故障、または保証期間が過ぎてからのクレームには、この

保証は適用されません。

Kodakは、この製品に対してこれ以外の明示的または黙示的な保証を行いません。

法律によって黙示的な保証の除外が無効とされる場合、黙示保証の期間は購入日

から一年間とします。

Kodakが負う唯一の責務は交換オプションです。Kodakは、原因にかかわらず、

この製品の販売、購入、または使用から生じた特別、必然的または偶発的な損害

に対しては一切責任を負いません。特別、必然的、または偶発的な損害（製品の

購入、使用、故障のために発生した場合の収入または利益の損失、ダウンタイム

の費用、機器が使用できないための損害、代替機器の費用、設備やサービス、

顧客のクレームなどを含みますが、この限りではありません）に対する責任は、

原因や書面または黙示的な保証の違反にかかわらず、明示的に否認し、これを

除外します。
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規格との適合

FCC準拠および勧告

この装置はテストの結果、FCC規制パート15によるクラスBデジタル装置の制

限に準拠していることが証明されています。これらの制限は、住宅地区で使用

した場合に、有害な電波干渉から適正に保護することを目的としています。

この装置は電波を発生、使用しており、放出する可能性があるため、説明書に

従って設置または使用しないと、無線通信を妨害することがあります。ただし、

特定の設置条件で電波干渉が起こらないという保証はありません。

この装置がラジオやテレビの受信を妨害している場合は（装置をオフ／オンに

して調べます）、次の方法をいくつか試して、問題を修正することをお勧めし

ます。1）受信アンテナの方向や位置を変える、2）装置と受信機の距離を離す、

3）受信機を接続している回路とは別の回路の差し込みに装置を接続する、

4）ラジオ／テレビの販売店か経験ある技術者に相談する。

準拠に関する責任当事者の明示的な承認なしに変更や修正を行うと、ユーザーは

装置を操作する権利を喪失することがあります。製品、指定の追加部品、また

は製品の取り付けに使用される付属品と一緒にシールドインターフェイスケー

ブルが提供されている場合、FCC規制に確実に準拠するためにはそれらを使用

する必要があります。

カナダ通信局声明文

通信局クラスB準拠 — このクラスBデジタル装置は、カナダの ICES-003に
準拠しています。

Observation des normes-Class B — Cet appareil numérique de la classe B est 
conforme à la norme NMB-003 du Canada.

Kodak EasyShare P880ズームデジタルカメラ
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オーストラリアC-Tickマーク

廃電気電子機器に関するラベル

韓国Class B ITE

英語訳

As this equipment has obtained EMC registration for household use, it can be used in any
area including residential areas.

VCCI Class B ITE

英語訳 

This is a Class B product based on the standard of the Voluntary Control Council for
Interference from Information Technology Equipment (VCCI).If this is used near a radio or
television receiver in a domestic environment, it may cause radio interference.Install and
use the equipment according to the instruction manual.

EU（欧州連合）諸国では、本製品を無分別の都市ゴミとして

廃棄しないでください。リサイクルプログラムに関する情報に

ついては、最寄りの自治体に問い合わせるか、

wwww.kodak.com/go/recycleを参照してください。

N137
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索引 1

A
ACアダプター , 98
AE/AFのロック , 36
AE/AFロックボタン , ii, 36
AE/AFロックボタンの設定 , 55
AFコントロール , 53, 59
AF補助光 LED, 11, 54
A/V出力 , i, 66

C
Class B ITE, 102

Cモードと PASMモード , 43

D
DC入力（5V）, i
Delete（削除）ボタン , ii
Drive（ドライブ）ボタン , i

E
EasyShareソフトウェア , 19
EVF／ LCD切り替えボタン , ii
EVF/LCDスタンバイ , 57

F
FCC準拠 , 101
Focus（フォーカス）ボタン , i

I
ISO感度 , 45
ISOボタン , ii

J
JPEG, 52

K
Kodak EasyShareソフトウェア

アップグレード , 98
インストール , 19

Kodak Webサイト , 83

L
LCD輝度 , 54
LEDインジケータ , i

M
Macintosh、

ソフトウェアのインストール , 19
Menu（メニュー）ボタン , ii
MFアシストAF, 38

O
OKボタン , ii

P
PASMモードとCモード , 42
PictBridgeプリンター , 22
Program（プログラム）ボタン , 27
Program（プログラム）ボタン、

サブメニューに直接アクセス , 39
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R
RAW, 52, 62, 92

Review（再生）ボタン , ii, 13

S
SCN（シーン）モード , 30
SD/MMCカード

スロット , ii
挿入 , 5
プリント元 , 21
保管容量 , 91

T
TIFF, 52, 92

U
URL、Kodak Webサイト , 83
USBケーブル（モデルU-8）, 20
USB端子 , i
USB（ユニバーサルシリアルバス）

画像の転送 , 19

V
VCCI準拠 , 102

W
WB（ホワイトバランス）ボタン , ii
Windows

ソフトウェアのインストール , 19

あ

アイコン、モードダイヤル , 25
赤目 , 55
アクセサリー

ACアダプター , 98
SD/MMCカード , 5
外部フラッシュ , 12
カメラ , 94
カメラドック , 98
電池 , 97
プリンタードック , 21, 98
レンズ , 57

後幕 , 88
アルバム、画像の指定 , 66, 68
アルバムの事前設定 , 54
安全

電池 , 96

い

インストール

ソフトウェア , 19
インターバル撮影 , 34

う

ヴィヴィッドカラー , 52

え

液晶モニター , ii
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お

オート

フォーカスフレーミングマーク , 8
オート発光 , 41
オートフォーカス , 59
オートフォーカス（AF）, 36
お気に入り , 25

Eメール送信 , 74
指定 , 71
消去 , 73
設定 , 73
プリント , 74

お気に入りの消去 , 73
オフ、フラッシュ , 42
オンラインプリント、オーダー , 22
音量 , 56

か

ガイドライン、電池 , 97
外部ビデオ装置

画像、動画の表示 , 66
外部フラッシュ , i, 12, 57
画質 , 40, 51, 52
カスタマーサポート , 84
カスタマイズ、ホワイトバランス , 59
カスタム , 29
カスタムにコピー , 61
カスタム露出モード , 61
画像

Eメール送信用に指定 , 70
USBケーブルでの転送 , 19

圧縮 , 52
共有 , 69
コピー , 64
再生 , 13
削除 , 18
撮影、モード , 25
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